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平
成
29
年
度
通
常
総
会
開
催

再
生
事
業
の
推
進
に
よ
り、

財
政
状
況
に
明
る
い

兆
し。

体
制
一

新
で
さ
ら
な
る
改
善
を
H
指
す

平
成
29
年
度
通
常
総
会
が
6
月
24
日 、

東
京•
四
谷
の
主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ

フ
で
開
か
れ
た 。
会
員
1
4
4
人
が
出
席 、

①
平
成
28
年
度
事
業
報
告
②
平

成
28
年
度
決
算
報
告
③
平
成
29
年
度•
30
年
度
役
員
選
任
に
つ
い
て
審
議
し

た
結
果 、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
た 。
こ
の
総
会
で
は 、
か

ね
て
よ
り
検
討
を
重
ね
て
き
た
財
政
基
盤
の
強
化
策
が
成
果
を
上
げ
つ
つ
あ

り 、
厳
し
い
財
政
状
況
に
改
善
の
兆
し
が
見
え
て
き
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た 。

■
小
林
会
畏
挨
拶

組
織
活
性
化
と
財

政
強
化
で
元
気
な
日
本
山
岳
会
に

冒
頭 、
小
林
政
志
会
長
は
次
の
よ
う

に
挨
拶
し
た 。
「

こ
れ
ま
で
尾
上
前
々

会
長 、
森
前
会
長
時
代
か
ら
進
め
て
き

た
Y
O
U
T
H
C
L
U
B
と
支
部
の

活
性
化
を
縦
糸
に 、
再
生
委
員
会
が
進

め
て
き
た
活
性
化
実
現
の
た
め
の
制
度

設
計 、
会
員
サ
ー
ビ
ス
向
上 、
収
益
事

業
を
横
糸
に
し
て
目
標
と
す
べ
き
本
会

の
姿
を
描
き 、
現
体
制
で
運
営
を
進
め

て
き
た 。

そ
の
結
果 、
会
員
数
の
下
げ
止
ま
り 、

コ
ス
ト

圧
縮
な
ど
を
実
現
す
る
こ
と
が

で
き 、
29
年
度
は
黒
字
化
も
視
野
に
入

っ
て
き
た 。
ま
た 、
今
年
5
月
に
永
年
会

員
に
寄
付
の
お
願
い
を
差
し
t

げ
た
と

こ
ろ 、
1
3
4
名
の
会
員
か
ら
2
5
0
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万
円
と
い
う
多
額
の
寄
付
が
集
ま
っ
た 。

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る 。

今
年
度
は
執
行
部
も
人
が
入
れ
替
わ

り
新
体
制
と
な
る 。
今
後
も
元
気
な
日

本
山
岳
会
を
目
指
し
て
い
き
た
い」 。

●
事
業
報
告・
決
算
報
告

総
会
に
は
9
8
2
人
か
ら
委
任
状
が

提
出
さ
れ 、
2
0
4
6
人
が
議
決
権
を

行
使
し
た 。
出
席
し
た
1
4
4
人
を
合

わ
せ
3
1
7
2
人
と
な
っ
た 。
在
籍
者

4
9
7
1
人
の
過
半
数
を
上
回
っ
て
総

会
は
有
効
に
成
立 、
議
案
審
議
を
開
始

し
た 。
佐
藤
守
総
務
担
当
常
務
理
事
が

28
年
度
事
業
報
告
を 、
吉
川
正
幸
財
務

担
当
副
会
長
が
同
決
算
報
告
を
説
明 。

準
会
員
制
度
な
ど
会
員
サ
ー

ビ
ス
事
業

の
開
始
が
収
益
改
善
に
貢
献

〔
事
業
報
告〕

将
来
の
財
政
韮
盤
強
化

の
た
め 、
再
生
委
員
会
が
具
体
案
を
作

成
し
実
行
し
て
い
る 。
新
た
に
発
足
し

た
準
会
員
制
度
や
新
会
員
カ
ー
ド
に
よ

る
会
員
サ
ー
ビ
ス
向
t
は
成
果
を
上
げ

つ
つ
あ
る 。

ま
た 、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底

と
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
確
立
の
た
め 、
各
種

規
定
類
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に 、

全
国
33
支
部
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
の
円
滑
化
の
た
め 、
支
部
合
同
会
議

の
充
実
を
図
っ
た 。

登
山
振
興
事
業
に
つ
い
て
は 、
Y
o

U
T
H
C
L
U
B
が
雪
山
天
気
予
報

の
充
実
お
よ
び
冬
山
登
山
指
導
事
業
の

積
極
的
な
展
開
な
ど
を
実
施
し 、
従
来

に
も
増
し
て
活
性
化
を
す
る
こ
と
が
で

き
た 。平

成
28
年
8
月
11
日
が
国
民
の
祝
H

「

山
の
日」
と
な
っ
た
の
で 、
各
支
部
と

連
携
し 、
広
報
活
動
を
行
な
っ
た 。

ま
た 、
平
成
28
年
は
本
会
が
主
催
し

た
マ
ナ
ス
ル
登
山
隊
の
初
登
頂
60
周
年
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に
当
た
る
こ
と
か
ら、

5
月
に
カ
ト
マ

ン
ズ
で
開
催
さ
れ
た
ネ
パ
ー
ル
政
府
に

よ
る
記
念
式
典
に、

本
会
役
員
と
多
数

の
会
員
が
参
加
す
る
と
と
も
に、

山
の

日
制
定
記
念
事
業
と
一
体
化
し
た
記
念

講
演
会
を
平
成
28
年
7
月
に
開
催
し
た。

海
外
登
山
に
つ
い
て
は、

創
立
1
1

0
周
年
記
念
事
業
と
し
て
の
ネ
パ
ー
ル

登
山
隊
2
隊
の
支
援
を
前
年
度
に
引
き

続
き
行
な
う
と
と
も
に、

当
年
度
の
海

外
登
山
助
成
金
を
1
隊
に
支
給
し、

各
々
の
隊
は
大
き
な
成
果
を
挙
げ
た。

山
岳
環
境
保
全
事
業
に
つ
い
て
は、

高
尾
の
森
つ
く
り
の
会
が
小
学
生
か
ら
大

人
ま
で
を
対
象
に
活
動
を
進
め
て
い
る

だ
け
で
は
な
く、
三
宅
島、
気
仙
沼
大
島

な
ど
で
の
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
る。

会
員
動
向
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た。

平
成
12
年
度
を
会
員
数
の
ピ
ー
ク
と
し

て、

10
年
以
上
に
わ
た
っ
て
毎
年
1
0

0
名
程
度
減
少
し
て
い
た
が、

直
近
5

年
間
で
は
歯
止
め
が
掛
か
り
つ
つ
あ
る。

平
成
29
年
3
月
現
在
の
会
員
数
は
4
9

8
3
名。

本
年
度
は
2
0
9
名
の
新
人

会
員
と
準
会
員
34

名
の
入
会
が
あ
っ
た。

経
常
赤
字
幅
は
2
2
0
万
円
に

〔
収
支
決
算〕

平
成
28
年
度
は、

前
年

度
の
1
1
0
周
年
記
念
事
業
の
継
続、

マ
ナ
ス
ル
初
登
頂
60
周
年
記
念
と
国
民

の
祝
日「
山
の
日一
普
及
の
催
し
と、

大

長会志政林一るす拶挨で頭冒会総

き
な
イ
ベ
ン
ト
が
続
い
た
た
め
に
赤
字
決

算
と
な
っ
た。
し
か
し、
以
前
か
ら
実
施

し
て
い
る
経
常
赤
字
解
消
の
方
策
の
効

果
が
顕
著
に
な
り、

財
政
健
全
化
に
向

か
っ
て
薄
明
か
り
の
見
え
る
決
算
と
な
っ
た。

経
常
収
益
合
計
1
億
2
6
3
0
万
円

は、

前
年
度
に
多
か
っ
た
ネ
パ
ー
ル
大

地
震
救
援
募
金
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ

り、

対
前
年
比
で
4
.
0
％
減
少
し
て

い
る
が、

経
常
費
用
合
計
も
1
億
3
4

3
1
万
円
と
な
り
14
.
7
％
減
少
し
た

結
果、

経
常
損
失
は
8
0
0
万
円
の
赤

字
と
な
っ
た。

最
終
損
益
で
あ
る
当
期

捐
失
も
同
額
で
あ
っ
て、

赤
字
幅
は
対

前
年
比
で
1
7
9
0
万
円
減
少
し
た。

過
去
5
年
間
の
事
業
年
度
で
は、

経

常
損
益
の
赤
字
幅
は
6
0
0
万
円
前
後

で
あ
っ
た
が、

平
成
26
年
度
か
ら
財
政

再
建
計
画
を
策
定
し、

経
費
削
減
に
努

め
た
結
果、

当
年
度
の
経
常
赤
字
幅
は

1
1
0
Jal
年
記
念
事
業
費
を
除
く
と
2

2
0
万
円
に
ま
で
減
少
し
た。

〔
収
益
の
推
移〕

平
成
28
年
10
月
か
ら

準
会
晨
制
度
が
導
入
さ
れ
た
が、

会
員

と
準
会
員
の
増
加
数
は、

前
年
度
の
新

会
員
と
ほ
ぼ
同
数
だ
っ
た。

会
員
と
準

会
員
の
受
取
り
会
費
の
合
計
額
は
5
2

4
4
万
円
と
な
り、

対
前
年
比
で
わ
ず

か
に
増
加
し
た
も
の
の、

会
費
と
入
会

金
の
合
計
額
は
微
減
と
な
っ
た。

事
業
収
益
は、

主
に
年
次
晩
餐
会
の

参
加
料
収
人
が
1
3
8
3
万
円
で
あ
る

が、

こ
の
5
年
間
で
順
調
に
増
加
し
て
い

る。
そ
の
ほ
か、

登
山
教
室
な
ど
の
収
人

も
順
調
に
増
え
て
い
る。

〔
事
業
費
と
管
理
費
の
推
移〕

事
業
費

に
つ
い
て
は、
総
額
で
1
億
3
0
1
2
万
円

と
な
り、

前
年
度
比
2
3
1
1
万
円、

15.
1
％
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
が、
そ

の
要
囚
は
募
金
に
よ
っ
て
隼
め
た
ネ
パ

ー
ル
大
地
震
救
援
事
業
費
と
1
1
0
周

年
記
念
事
業
の
減
少
に
よ
る
も
の。

支
部
事
業
費
は、

本
部
か
ら
の
各
支

部
に
交
付
し
た
運
営
交
付
金
お
よ
び
支

部
事
業
助
成
金
7
3
3
万
円
と
新
入
会

員
獲
得
奨
励
金
65
万
円、

特
別
事
哭
助

成
金
等
1
0
0
万
円
を
原
資
と
す
る
支

部
の
活
動
費
用
で、
当
年
度
は
支
部
側
の

募
金
も
含
め
て
2
1
1
9
万
円
と
な
り、

前
年
度
比
で
1.
7
％
減
少
と
な
っ
た。

上
高
地
山
岳
研
究
所
事
業
費
（
ミ
ニ

水
力
発
電
事
業
費
含
む）
は、
減
価
償
却

費
等
を
含
み
当
年
度
は
9
0
0
ガ
円
と

な
っ
た。

建
物
の
経
年
劣
化
に
よ
る
修

繕
費
用
の
増
加
が
続
い
て
い
る。

平
井
拓
雄
監
事
か
ら
の
藍
査
報
告
が

あ
っ
た。

収
支
計
算
書
等
が
正
確
か
つ

妥
当
で
あ
り、

理
事
の
業
務
執
行
が
誠

実
に
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
認
め
る、

と

報
告
し
た。
質
疑
応
答
の
後、
採
決
を
求

め
た。

大
き
な
拍
手
で
承
認
さ
れ
た。

■
墾
0

事
項

〔
29
年
度
事
業
計
画
·
予
算
案〕

年
度

事
業
計
画
・
予
算
案
は
3
月
の
理
事
会

で
承
認
し、

内
閣
府
に
提
出
し
て
い
る。

そ
の
内
容
を
報
告
し
た。

登
山
振
興
事
業
と
し
て
秩
父
宮
記
念

山
岳
賞、
海
外
登
山
隊
へ
の
助
成、
機
関

誌『
山
岳』
ほ
か
図
書
の
刊
行
は
従
来
ど

お
り
だ
が、

特
に
6
年
目
と
な
る
Y
o

U
T
H

C
L
U
B
事
業（
登
山
講
習
会

の
開
催、

方
山
天
気
予
報
配
信、

日
中

韓
学
生
交
流
登
山
の
実
施
等）
に
注
力。

会
員
の
高
齢
化
は、
Y
O
U
T
H

C
L

U
B
に
よ
っ
て
緩
和
側
向
に
あ
る。

ま

た、
「
山
の
日」
施
行
に
伴
い、

関
連
す

る
事
業
の
推
進
体
制
を
充
実
さ
せ
る。

環
境
保
全
事
業
は、
全
国
11
支
部
で

行
な
わ
れ
て
い
る
森
づ
く
り
事
業
を
推

進
し、
全
国
的
な
展
開
を
H
指
し
て
い
く。

業
務
執
行
体
制
に
つ
い
て
は、

ま
ず

財
政
甚
盤
を
確
立
す
る。

会
費
収
人
は、
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平
成
14
年
の
6

8

0

0

万
円
を
ピ
ー
ク

に
27
年
度
に
は
5

2

0

0

万
円
と
1

6

0

0

万
円
の
減
少
と
な
っ
て
お
り、

通

常
業
務
の
維
持
が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ

る。
一

方、

準
会
員
制
度
や
一

部
の
支

部
で
取
り
組
ん
で
い
る
登
山
教
室、

会

友
制
度
な
ど
は
会
員
増
加
に
貢
献
し
て

お
り、

今
後
も
会
員
増
強
の
検
討
を
進

め
る。

〔
新
支
部
長
紹
介〕

8
人
の
新
し
い
支

部
長
が
紹
介
さ
れ
た。
青
森
は
中
村

勉

氏
(
9

4

9

8)
、

宮
城
は
冨
塚
和
衛
氏

(
1

4

6

1

2)
、

山
形
は
野
堀
嘉
裕
氏

(
1

5

1

3

7)
、

群
馬
は
北
原
秀
介
氏

(

8

2

6

7)
、

静
岡
は
有
元
利
通
氏

(
9

7

0

3)
、

京
都
・

滋
賀
は
松
下
征

文
氏
(
1

2

6

2

9)
、
広
島
は
八
幡

浩

氏
(
7

0

9

1)
、

宮
崎
は
荒
武
八
起
氏

(
1

0

7

3

5)
。

■
質
疑
•

応
答

芳
賀
孝
郎
会
員
(
4

6

3

7)

1
1
0

周
年
事
業
は
ど
の
よ
う
な
計
画
だ
っ
た
の

か。
海
外
基
金
に
つ
い
て、

公
益
法
人
に
な

っ
た
と
き
に
留
保
金
を
使
っ
た
理
由
は
？

吉
川
副
会
長

公
益
法
人
は
内
部
留
保

金
を
溜
め
込
ん
で
は
い
け
な
い
と
決
め

ら
れ
て
い
る
の
で、

記
念
事
業
委
員
会

を
立
ち
上
げ、
『
イ
ン
ド
・

ヒ
マ
ラ
ヤ』、

『
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
東

山
岳
地
図
帳
』、

『
J
A
N』

特
別
号
の
発
行
や
学
生
部

の
登
山
隊
へ
の
援
助
金、

マ
ナ
ス
ル
初

登
頂
60
周
年
記
念
事
業
に
活
用
し
た。

上
條
敏
昭
会
員
(
7

7

3

8)

イ
ン
バ

ウ
ン
ド
客
の
増
加
や
シ
カ
の
食
害
か
ら
上

高
地
の
環
境
を
守
り
た
い。

森
づ
く
り

や
野
生
動
物
の
保
護
を
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
べ
き
か、
ア
ド
バ
イ
ス
が
欲
し
い。

山
田
副
会
長

地
域
特
有
の
問
題
に
つ

い
て
は
地
域
（
支
部）
か
ら
発
信
し
て
欲

し
い。
そ
う
す
れ
ば
自
然
保
護
委
員
会
も

取
り
組
み
方
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る。

三
好
ま
き
子
会
員
(
9

9

4

5)

図
書

管
理
費
6
0

0

万
の
内
訳
と
図
書
管
理

特
定
資
産
1

0

0

万
円
の
使
い
方
は
？

吉
川
副
会
長

内
訳
は
ス
タ
ッ
フ
の
人

件
費、

図
書
室
床
面
積
分
の
減
価
償
却

費。

特
定
資
産
の
1

0

0

万
円
は
2
ヶ

所
か
ら
の
寄
付
で
あ
る
が、

図
書
委
員

会
で
書
架
を
整
備
す
る
予
定
で
あ
る
こ

と
と、

寄
付
者
（
故
人）
の
膨
大
な
蔵
書

を
処
分
す
る
費
用
と
し
て
計
上。

有
元
利
通
会
員
(
9

7

0

3)

支
部
助

成
金
の
内
訳
を
知
り
た
い。

吉
川
副
会
長

支
部
助
成
金
の
内
訳
は、

各
支
部
に
知
ら
せ
て
い
る。

長
田
義
則
会
員
(
5

4

6

5)

永
年
会

員
に
届
い
た
寄
付
の
お
願
い
に
つ
い
て、

1

口
1

万
2

0

0

 0

円
は
ど
う
い
う
目

論
見
に
よ
る
も
の
か。

会
費
を
上
げ
る

考
え
は
あ
る
の
か。

144人の会員が出席した総会の模様

小
林
会
長

寄
付
の
金
額
に
つ
い
て
は

あ
く
ま
で
お
願
い
で
あ
り、

目
論
見
は

な
い。

会
費
を
上
げ
る
考
え
は
な
い。

神
崎
忠
男
会
員(
6
0

0

 2)

Y
o
u
 

T
H

C
L
U
B
の
若
者
た
ち
は、
本
会

を
支
え
る
人
材
と
な
る
の
か。

公
益
化

し
た
こ
と
に
よ
り、

例
え
ば
山
岳
保
険

の
運
営
や
安
全
登
山
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
に
議
論
さ
れ
て
い
る
の
か。

山
田
副
会
長

Y
O
U
T
H

C
L
u

B
の
中
に
は
卓
越
登
山
を
目
指
す
部
も

あ
り、

学
生
部
も
海
外
の
未
踏
峰
へ
遠

征
予
定。

将
来
の
H
本
山
岳
会
を
支
え

る
人
材
が
育
ち
つ
つ
あ
る。

小
林
会
長

理
事
会
で
の
議
論
は
な
い

が、

貰
市
な
意
見
と
し
て
承
る。

高
原
三
平
会
員
(
7

4

9

4)

先
ほ
ど

1

3

4

名
の
永
年
会
員
が
ご
寄
付
を
下

さ
っ
た
と
聞
き、

そ
の
あ
り
が
た
さ、

本
会
の
良
識
を
実
感
し
て
い
る。

大
島
輝
夫
会
員
(
4

0

1

2)

科
学
委

員
会
は
公
益
社
団
法
人
に
ふ
さ
わ
し
い

活
動
を
し
て
い
る。

会
報「
山」
に
載
せ

て
欲
し
い。

長
尾
悌
夫
会
員
(
5

1

4

4)

物
故
会

員
の
追
悼
記
事
を
掲
載
し
た
会
報「
山」

や
「
山
岳』

が
ご
遺
族
に
届
い
て
い
な

い。

届
け
る
べ
き
だ。

寛

邦
男
会
員
(
1

3

0

5

2)

会
員

名
簿
が
あ
る
こ
と
で
各
地
の
会
員
と
交

流
で
き
た
例
も
あ
る。

名
簿
を
復
活
さ

せ
て
欲
し
い。

佐
藤
常
務
理
事

名
簿
が
悪
用
さ
れ
る

可
能
性
も
あ
る
の
で、

会
報
で
も
お
知

ら
せ
し
た
と
お
り、

復
活
し
な
い
方
針。

〔
新
理
事
会
体
制
の
紹
介〕

総
会
直
後
に
臨
時
理
事
会
が
開
催
さ

れ、

理
事
の
互
選
に
よ
り、

以
下
の
執

行
理
事
の
役
職
が
決
ま
り
ま
し
た。

会
長
11
小
林
政
志
（
再
任）
、

副
会
長
11

甫
廣
恒
夫、

野
沢
誠
司、

中
山
茂
樹、

常
務
理
事
11
神
長
幹
雄（
再
任）
、

永
田

弘
太
郎、

谷
内
剛、

古
川
研
吾

（
報
告
11
新
井

梓

写
真
II
廣
田

博）

.3 
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第
71
回
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
は
今
年
も
上

高
地
で、

6
月
4
日
の
碑
前
祭
と
前
日

の
徳
本
峠
越
え
に
よ
り
執
り
行
な
わ
れ

ま
し
た。

記
念
行
事
•
徳
本
峠
越
え

6
月
3
H
の
徳
本
峠
越
え
は、

朝
早

く
か
ら
島
々
町
会
の
方
々
よ
り
恒
例
の

お
茶、

漬
物
な
ど
の
接
待
を
い
た
だ
き

ま
し
た。

今
回
の
山
行
の
た
め
に
登
山

道
を
整
備
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
は、

長

年
に
わ
た
っ
て
登
山
道
を
整
備
し
て
い

る
松
本
市
山
岳
観
光
課、

帥
自
然
財
団

上
高
地
支
所、

徳
本
峠
小
屋
な
ど
の
有

志
で
作
り、
今
年
正
式
に
発
足
し
た
「
古

道（
徳
本
峠）
を
守
る
人
」々
で
す。
2
日

間、

延
べ
30
名
に
よ
る
ツ
ル
ハ
シ、

手

弁
当
に
よ
る
作
業
で、

本
当
に
頭
の
下

が
る
思
い
で
す。

一
般
参
加
者
約
2
0
0
名
は
安
曇
支

所
前
で
受
付、

松
本
市
教
育
委
員
会
の

安
曇
公
民
館
の
受
付
で
は、

安
曇
小
学

校
児
童
9
名
と
保
護
者
2
名、

安
曇
中

学
校
生
徒
15
名
と
同
伴
父
兄
2
名、

大

野
川
小
学
校
児
童
2
名、

同
伴
父
兄
2

名、

大
野
川
中
学
校
生
徒
1
名
と
同
伴

父
兄
1
名、

計
34
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た。

こ
れ
は
徳
本
峠
越
え
で
は
桓
例

の
こ
と
で
す
が、

数
十
年
前、

小
学
生

の
こ
ろ
徳
本
峠
を
越
え
た
人
の
お
孫
さ

ん
が
今、

徳
本
峠
を
越
え
て
い
る
の
で

す。

い
か
に
長
い
伝
統
が
人
を
育
て
て

い
る
か
と
い
う
例
証
の
よ
う
で
す。

日

本
山
岳
会
侶
濃
支
部
員
23
名、

本
部
関

係
者
7
名、

新
入
会
員
18
名
に
よ
っ
て

行
な
わ
れ、

腕
章
を
着
け
た
信
濃
支
部

員
が
同
伴、

医
療
関
係
で
は
飯
村
富
彦

医
師、

渡
辺
庸
子
医
師
が
同
行
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た。

晴
犬
に
恵
ま
れ、

出
発
は
早
朝
6
時

で
し
た
が、

各
々
時
間
の
関
係
も
あ
り

早
く
出
発
し
た
人
も
あ
り
ま
し
た。

出

発
前
に
塚
原
賢
勝
・
信
猥
支
部
長
よ
り

挨
拶
が
あ
り、

下
見
を
し
た
東
英
樹
・

山
行
リ
ー
ダ
ー
の
登
山
道
に
関
す
る
注

意
事
項
が
あ
り、

体
操
の
後
出
発
し
ま

し
た。

ま
た、

山
岳
会
本
部
の
受
付
も

同
じ
場
所
で
行
な
わ
れ
ま
し
た。

峠
越
え
を
終
了
し
た
会
員
が
温
泉
ホ

テ
ル
に
到
着
し
た
の
は
午
後
3
時
以
降

と
な
り
ま
し
た
が、

全
員
無
事
の
報
告

が
さ
れ
た
の
は
夕
方
5
時
を
同
っ
て
い

ま
し
た。

温
泉
ホ
テ
ル
玄
関
で
は
会
員

第
71
M
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
開
催
さ
る

H
本
山
岳
会
信
濃
支
部

長会林4
 

るす拶挨てしと者催キ
1で祭前碑

の
受
付
が
3
時
半
よ
り
行
な
わ
れ、

会

計
の
金
井
支
部
員、

鳥
橋
支
部
員
が
あ

た
り
ま
し
た。

徳
本
峠
を
越
え
た
人
以

外
は
記
念
品
の
販
売
に
あ
た
り、

タ
ー

ミ
ナ
ル
は
菊
島
会
員
を
中
心
に、

河
童

橋
は
横
田
会
員
を
中
心
に
受
け
人
れ
が

行
な
わ
れ
ま
し
た。

徳
本
峠
を
越
え
た
信
濃
支
部
員
は
清

水一

郎、

尾
日
向
洋、

福
井
芳
隆、

鶴

見
文
子、

姥
貝
悦
子、

有
賀
良
夫、

飯

村
富
彦、
古
幡
開
太
郎、
河
西
邦
彦、
中

坪
皓、

植
松
晃
岳、

山
浦
源
太
郎、

斎

藤
弘
美、

渡
辺
庸
子、

三
輪
力、

東
英

樹、
畑
雄
司、
宮
坂
登、
古
畠
次
子、
松

本
潔、

永
坂
淳、

人
夏
淑
恵、

穂
苅
康

治
の
23
名。

打
ち
合
わ
せ
夕
食
会

打
ち
合
わ
せ
夕
食
会
は、

午
後
6
時

よ
り
温
泉
ホ
テ
ル
2
階
食
堂
で
開
か
れ

ま
し
た。

信
濃
支
部
員
47
名、
講
涼
者・

田
辺
壽
氏、
本
部
の
小
林
政
志
会
長、
森

武
昭
前
会
長、

宮
崎
紘
二
匹
副
会
長
を

合
わ
せ
て
51
名
と
な
り
ま
し
た。

司
会

は
新
人
育
成
の
目
的
も
あ
り、

三
輪
カ

支
部
員
が
担
当
し
ま
し
た。

侶
憫
支
部

長
の
挨
拶、

小
林
会
長
の
挨
拶、

平
林

ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
担
当
会
員
よ
り
明
H
の

仕
事
の
配
分
に
つ
き
説
明
が
あ
り
ま
し

た。

井
口
謙
治
会
員
の
乾
杯
の
後、

内

輪
の
会
議
の
た
め
和
気
あ
い
あ
い
と
し

て
楽
し
い
夕
食
と
な
り
ま
し
た。

仕
事
の
配
分
に
つ
い
て
は、

会
場
設

営
は
福
井
芳
隆
支
部
員
を
チ
ー
フ
に
角

田
啓
蔵
支
部
員
の
車
で
の
運
送
を
中
心

に
全
員
設
営
を
行
な
う
こ
と、

記
念
品

販
売
で
は
昨
日
の
寒
い
中、

中
心
に
行

な
っ
て
い
た
だ
い
た
菊
島、

横
田
支
部

員
を
後
方
に
引
か
せ、
渡
辺
登
司
美、
安

藤
忠
雄
支
部
員、

鳥
橋、

松
林
支
部
員

の
代
わ
り
に
森
氷、

入
夏、

斎
藤
支
部

員
を
あ
て
ま
し
た。

宿
泊
者
は、

小
林
会
長、

塚
原
支
部

長
を
は
じ
め
47
名
で
し
た。

碑
前
祭

昨
夜
の
打
ち
合
わ
せ
ど
お
り
会
場
設

営
も
完
了
し
て、

4
日
10
時
よ
り
次
の

式
次
第
で
碑
前
祭
を
開
催
し
ま
し
た。

霞4
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＊
詩
の
朗
読

尾
崎
喜
八
（
信
濃
支
部

2
代
会
長）

の
詩
「
碑
前
に
て」

朗

読
こ
渡
辺
庸
子（
信
濃
支
部
員）

＊
合
唱
等

安
曇
小
学
4、
5、
6
年
生

児
童

曲
目
賢
リ
コ
ー
ダ
ー
演
奏

「
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス」、
合
唱「
ア
ル
プ

ス
一
万
尺」

指
揮
こ
河
合
春
樹
先

生
〈
第
2
部

記
念
行
事》

＊
記
念
山
行
報
告

徳
本
峠
山
行
リ
ー

ダ
ー
・
東
英
樹（
信
濃
支
部
員）

＊
記
念
講
演

田
辺
壽
氏

演
題
「
変

る
も
の
・
変
ら
ざ
る
も
の」

田
辺

氏
略
歴
11
東
京
都
出
身、

慶

応
義
塾
大
学
山
岳
部
に
所

属。

1
9
6
0
年、
ヒ
マ
ル

チ
ュ
リ(
7
8
6
4
m)
初
登

頂。

当
時、

日
本
登
山
史
上

で
は
マ
ナ
ス
ル
に
次
ぐ
高
峰。

三
越
を
経
て
オ・
プ
ラ
ン
タ

ン・
ジ
ャ
ポ
ン
社
長、
ダ
イ
エ

9
代
表
取
締
役
専
務、

ダ
イ

エ
ー
ホ
ー
ク
ス
（
プ
ロ
野
球

球
団）

社
長
な
ど
を
歴
任。

元
日
本
山
岳
会
副
会
長。

筑

波
大
学
客
員
教
授。

＊
午
餐
会

12
時
よ
り
午

後
1
時
30
分
ま
で、

上
高

地
温
泉
ホ
テ
ル
内
に
お

い
て
行
な
わ
れ
ま
し
た。

「山」から学ぶものについて記念講演した田辺壽会員

《
第
1
部

開
太
郎

＊
開
会
挨
拶

日
本
山
岳
会
信
濃
支
部

長・
塚
原
賢
勝

＊
献
花

安
曇
小
学
校
4
年
児
童
2
名

＊
献
歌
「
ウ
ェ
ス
ト
ン
の
歌
l

安
曇
小

学
校
4、

5、

6
年
生
児
童

＊
黙
祷

＊
主
催
者
挨
拶

日
本
山
岳
会
会
長
・

小
林
政
志

＊
来
賓
挨
拶

松
本
市
長・
菅
谷
昭
代

理、

副
市
長
・
坪
田
明
（
信
濃
支
部

員）

式
典
の
部〉

司
会こ
古
幡

午
餐
会
は
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
開
催
に
あ

た
り
日
本
山
岳
会
員
と
そ
れ
を
支
え
て

い
た
だ
い
た
松
本
市
を
は
じ
め、

長
野

県、

環
境
省、

林
野
庁、

国
土
交
通
省

な
ど
の
官
公
庁、

支
援
団
体
で
あ
る
北

ア
ル
プ
ス
山
小
屋
友
交
会、

上
高
地
観

光
旅
館
組
合、

上
高
地
タ
ク
シ
ー
協
議

会、

間
自
然
財
団
上
高
地
支
所、

上
高

地
町
会
な
ど、

関
連
団
体
の
方
々
と
の

交
流
会
で
す。

来
年
も
ま
た
会
い
ま
し

ょ
う
と
再
会
を
誓
う
会
で、

最
後
に
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
を
食
す
の
を
恒
例
と
し
て

い
ま
す。

参
加
者
は
90
名
で
し
た。

司
会
？
ワ
ェ
ス
ト
ン
祭
実
行
委
員
長
・

平
林
節
生

お
礼
の
挨
拶

信
濃
支
部
長
・
塚
原
賢

勝
／
日
本
山
岳
会
会
長・
小
林
政
志

来
賓
挨
拶

環
境
省
松
本
自
然
環
境
事

務
所
長・
高
橋
博
幸

芳
志、

祝
儀
紹
介

乾
杯

上
高
地
町
会
長
・
上
條
敏
昭

午
餐
会
終
了
挨
拶

上
高
地
旅
館
組
合

長
・
奥
原
宰

R
E
P
O
R
T
 

剖
参
加
の
徳
本
峠
越
え
と
ウ
ェ

6
月
3
日
ー
4
日、

山
研
運
営
委
員

会
に
お
世
話
に
な
り、
「
徳
本
峠
越
え

と
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭」
に
参
加
し
た。
「
新

人
会
員
に
な
っ
た
ら、

ぜ
ひ
参
加
す
る

と
い
い
よ。

良
い
経
験
に
な
る
か
ら」

と
先
輩
た
ち
に
勧
め
ら
れ
て
参
加
を
決

め
た。前

夜、

同
じ
千
薬
支
部
の
友
人
と
と

も
に
東
京
駅
発
の
夜
行
バ
ス
に
乗
り
込

み、

午
前
4
時
過
ぎ
に
安
曇
支
所
に
到

着
し
た。

多
少
の
寝
不
足
は
あ
っ
て
も、

こ
れ
か
ら
始
ま
る
山
行
に
期
待
が
高
ま

り
疲
れ
も
気
に
な
ら
な
い。

身
支
度
を

（
平
林
節
生）

ス
ト
ン
祭三

田
芳
江

整
え
て
簡
単
な
朝
食
を
済
ま
せ、

島
々

公
民
館
に
午
前
5
時
半
に
集
合
し
た。

式
典
の
後、

信
濃
支
部
の
山
行
リ
ー
ダ

ー
か
ら
コ
ー
ス
説
明
と
注
意
事
項
が
伝

え
ら
れ、

準
備
体
操、

出
発
式
が
行
な

わ
れ
て、

午
前
6
時
過
ぎ
に
総
勢
24
名

の
山
研
隊
は
出
発
し
た。

心
配
だ
っ
た
天
気
は
快
晴
で、

風
も

な
く
申
し
分
な
い。

島
々
谷
川
の
せ
せ

ら
ぎ
を
聞
き、
青
空
と
新
緑
を
眺
め、
早

朝
の
澄
ん
だ
空
気
を
味
わ
い
な
が
ら
気

持
ち
良
く
1
時
間
半、

林
道
を
二
俣
ま

で
歩
い
た。

途
中、
戦
国
落
人
悲
話、
そ

1115 
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ちた者＂

 

り参る登
‘

てナ向鮨本徳

の
伝
説
に
思
い
を
馳
せ
た
折
口
信
夫
の

利
歌
の
説
明
を
伺
い、

そ
の
土
地
に
ま

つ
わ
る
歴
史
を
教
え
て
い
た
だ
き、

興

味
深
か
っ
た。

休
憩
し
て
い
る
と、

峠

越
え
に
参
加
し
て
い
る
安
曇
小
•

中
学

校
の
児
童
•

生
徒
と
P
T

A
の
グ
ル
ー

プ
が、

行
き
過
ぎ
な
が
ら
挨
拶
し
て
く

れ
る。
毎
年
恒
例
の
行
事
だ
そ
う
で、
親

子
で
こ
の
長
い
行
程
を
一

緒
に
歩
け
た

ら
良
い
思
い
吊
に
な
る
し、

家
族
の
絆

が
深
ま
る
だ
ろ
う
な、

と
思
っ
た。

し
ば
ら
く
行
く
と
昔
の
山
の
暮
ら
し

の
痕
跡、

炭
焼
き
窯
跡
が
あ
り、

昼
食

場
所
の
岩
魚
留
小
犀
ま
で
何
度
か
橋
を

渡
り
な
が
ら、

お
よ
そ
3
時
間、

な
だ

ら
か
な
道
を
沢
に
沿
っ
て
歩
く。

牡
食
時
に
は
ス
タ
ッ
フ
か
ら
お
味
噌

汁
を
い
た
だ
き
疲
れ
が
癒
え
た。

岩
魚

留
小
屋
の
見
事
な
カ
ツ
ラ
の
巨
木
の
前

で
記
念
撮
影
を
し、
「
こ
こ
か
ら
が
大

唆
な
の
で、
頑
張
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う」

と
声
を
掛
け
ら
れ
た。

九
十
九
折
の
急

登
を
途
中
の
冷
た
い
力
水
で
ひ
と
息
つ

き、

徳
本
峠
小
屋
手
前
の
雪
渓
を
足
元

に
注
意
し
な
が
ら
登
り
切
る
と、

や
っ

と
徳
本
峠
に
出
た。

小
屋
で
は
具
だ
＜

さ
ん
の
美
味
し
い
豚
汁
が
振
る
舞
わ
れ、

先
に
着
い
た
小
学
生
た
ち
で
に
ぎ
や
か

だ
っ
た。

ウ
ェ
ス
ト
ン
が
涙
し
た
と
い

う
峠
か
ら
の
明
神
岳
や
穂
高
の
絶
景
は、

雲
に
隠
れ
て
残
念
な
が
ら
見
え
な
か
っ

た
が、

い
に
し
え
の
足
跡
を
た
ど
れ
た

こ
と
が
嬉
し
か
っ
た。

下
り
始
め
も
残
雪
が
あ
り、

ア
イ
ゼ

ン
を
着
け
る
ほ
ど
で
は
な
い
が、

滑
ら

な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て
歩
く。

視
界

が
開
け
た
場
所
か
ら
穂
高
の
山
々
が
よ

う
や
く
見
え、

皆
で
カ
メ
ラ
に
収
め
る。

ヤ
マ
シ
ャ
ク
ヤ
ク、
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ、
ア

オ
チ
ド
リ、

サ
ン
カ
ヨ
ウ、

ク
ル
マ
バ

ッ
ク
バ
ネ
ソ
ウ、

ニ
リ
ン
ソ
ウ、

シ
ャ

ク
ナ
ゲ
な
ど
た
く
さ
ん
の
花
に
も
出
会

え
た。

午
後
3

時
半、

明
神
に
無
事
に

到
着。こ

の
後
の、

初
め
て
の
山
研
で
の
宿

泊
を
楽
し
み
に
上
高
地
に
向
か
っ
た。

ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
親
子
が
出
迎
え
て
く
れ、

子
ザ
ル
の
可
愛
い
姿
に
癒
さ
れ
た。

素

敵
な
山
荘
風
の
山
研
で
の
夕
食
は、

稲

荷
寿
司、

サ
ラ
ダ、

山
菜
の
和
え
物、

水

炊
き
鍋、

ピ
ザ
な
ど
手
作
り
の
お
料
理

が
テ
ー
ブ
ル
一

杯
に
並
び、

様
々
な
お

洒
が
用
意
さ
れ
た。

ス
タ
ッ
フ
の
方
々

の
お
も
て
な
し
に
感
謝
し
な
が
ら、

お

腹
い
っ
ぱ
い
い
た
だ
き、

同
じ
テ
ー
ブ

ル
の
東
海
支
部、

東
京
多
摩
支
部
の

方
々
と
山
の
話
で
盛
り
上
が
っ
た。

途

中、

小
林
政
志
会
長
も
い
ら
し
て
お
仲

間
と
歌
声
も
披
露
し
て
下
さ
り、

全
員

が
楽
し
い
時
間
を
共
有
で
き
た。

翌
日
も
快
晴
で、

朝
食
を
い
た
だ
い

た
後、
明
神
池
の
辺
り
を
散
策
し
た
C

池

で
は
愛
ら
し
い
カ
モ
の
親
子
や
オ
シ
ド

リ
が
観
察
で
き
た。

71
回
目
を
数
え
る

ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
に
参
加
す
る
た
め
に
午

前
9
時
半
に
山
研
を
出
発。

ウ
ェ
ス
ト

ン
碑
の
前
の
会
場
に
は
す
で
に
人
だ
か

り
が
で
き
て
い
た。

安
曇
小
の
子
ど
も
た
ち
が
レ
リ
ー
フ

に
献
花、
一

生
懸
命
に
合
唱
·

合
奏
す

る
姿
に
心
が
洗
わ
れ
た。

ま
た、

信
濃

支
部
の
山
行
リ
ー
ダ
ー
東
さ
ん
が、

記

念
山
行
報
告
の
と
き
に
歌
っ
た
「
坊
が

つ
る
讃
歌」
の
替
え
歌
も、
山
へ
の
強
い

想
い
が
感
じ
ら
れ
て
印
象
に
残
っ
た。

記
念
講
演
は
日
本
山
岳
会
元
副
会
長

の
田
辺
壽
さ
ん
の
「
変
る
も
の
・

変
ら

ざ
る
も
の」。

ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
初
登
頂、

ベ
ト
ナ
ム
縦
断、

登
山
家
と
し
て
だ
け

で
は
な
く、

経
営
の
恨
界
で
も
大
き
な

仕
事
を
成
し
遂
げ
ら
れ
た
田
辺
さ
ん
の

お
話
は、

山
を
登
る
こ
と
で
学
ぶ
の
は

自
然
を
愛
す
る
こ
と、

自
然
に
育
て
ら

れ
る
こ
と、

自
然
と
の
共
生。

こ
れ
か

ら
の
人
の
た
め
に
も、

自
然
を
守
る
こ

と
の
大
切
さ
が
伝
わ
っ
て
き
た。

1

0

0

年
以
上
も
前
に
ウ
ェ
ス
ト
ン

が
歩
い
た
同
じ
道
を、

昨
日
は
自
分
も

歩
く
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
て、

そ
こ
で
見
た
風
景
が
変
わ
る
こ
と
な
く

あ
り
続
け
る
こ
と
を
顆
い、

感
じ
た
こ

と
を
ず
っ
と
心
に
留
め
て
お
き
た
い
と

思
っ
た。

ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
終
了
後、

信
濃
支
部

主
催
の
午
餐
会
に
出
席
し
た。

関
係
者

の
挨
拶
で、

古
道
を
守
る
会
の
方
々
に

よ
る
登
山
道
整
備
の
お
陰
で
安
全
に
徳

本
峠
越
え
が
で
き
た
こ
と
を
知
っ
た。

恒
例
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
は
と
て
も
美
味

し
く、

同
席
し
た
信
濃
支
部
・

東
海
支

部
の
方
と
も
話
が
弾
ん
だ。

初
め
て
参

加
し
た
徳
本
峠
越
え
と
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭

は
多
く
の
こ
と
を
学
べ
た、

忘
れ
ら
れ

な
い
経
験
に
な
っ
た。

お
但
話
に
な
っ

た
た
く
さ
ん
の
方

、々

あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た。（

会
員
番
号
1
5
9
6
2)
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初
め
ま
し
て、

私
は
竹
渕

陸
と
申

し
ま
す。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す。

今
回、

日
本
山
岳
会
会
報「
山」
の
編

集
部
よ
り
「
J
A
C
人
会
に
あ
た
っ
て」

の
気
持
ち
を
何
か
書
い
て
欲
し
い、

と

の
ご
依
頼
を、

総
務
担
当
の
佐
藤
守
さ

ん
経
由
で
受
け
ま
し
た。

あ
ま
り
上
手

な
文
章
は
書
け
ま
せ
ん
が、

現
在
の
気

持
ち
を
書
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す。

私
は
現
在、

15
歳
で
す。

こ
の
4
月

か
ら
高
校
1
年
生
に
な
り
ま
し
た
が、

兄
3
人、

姉
1
人
の
5
人
兄
弟
の
末
っ

子
で
す。

私
た
ち
5
人
の
兄
弟
姉
妹
は、

全
員
が
静
岡
高
校
山
岳
部
の
O
B
.

o

G
お
よ
び
私
が
現
役
の
部
員
で
す。

ま

た、

す
ぐ
上
の
兄
と
姉
も
と
も
に
現
在、

J
A
C
会
員
で
す。

一

番
上
の
兄
は、
五
静
岡
高
校
山
岳

部
の
絶
滅
の
危
機
を
救
っ
た
？

レ
ジ

ェ
ン
ド
t

と
い
う
こ
と
で
す。
二
番
目
の

兄
は、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
県
予
選
で、
雨

中
歩
荷
の
秘
密
特
訓
が
活
き
て、

歴
代

最
高
記
録
を
超
え
る
記
録
で
行
動
し
て

い
た
よ
う
で
す
が、

集
中
豪
雨
に
よ
る

大
雨
洪
水
警
報
の
発
令
で、

幻
の
記
録

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
記
録
保
持

者
で
す。

そ
れ
ぞ
れ
の
兄
は、

北
大
と

筑
波
大
で
解
剖
学
と
教
育
学
で
博
士
号

を
取
得
す
る
た
め
に
大
学
院
で
研
究
中

で
す
が、

忙
し
く
て、

あ
ま
り
山
に
は

行
け
な
い
よ
う
で
す。

私
を
J
A
C
人
会
に
導
い
て
く
れ
た

り、

山
登
り
に
興
味
や
関
心
を
抱
か
せ

て
く
れ
た
の
は、

す
ぐ
上
の
兄
と
そ
の

上
の
姉
で
す。

姉
は
静
岡
高
校
開
学
1

3
5
年
目
に
し
て
初
め
て
女
子
登
山
部

を
創
り、
一

代
に
し
て
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

東
海
大
会
優
勝
に
導
い
た

ぷ山
岳
の
鉄

人ら
で
す。
常
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
欠
か

さ
ず、

山
や
自
然
に
つ
い
て
の
研
究
も

怠
り
ま
せ
ん
し、

誰
よ
り
も
山
を
愛
し

て
い
ま
す。

そ
し
て、

山
の
厳
し
さ
を

私
に
教
え
て
く
れ
た
の
も
姉
で
す。

す
ぐ
上
の
兄
は、

気
象
や
山
の
特
徴、

山
登
り
の
装
備
に
つ
い
て
詳
し
く、

て

い
ね
い
に
教
え
て
く
れ
ま
す。

特
に
山

の
気
象
に
関
し
て
は、

気
象
予
報
士
の

資
格
を
取
る
だ
け
あ
っ
て、

す
ご
い
で

す。
姉
と
す
ぐ
上
の
兄
の
2
人
と
も
現
在、

北
大
で
勉
強
中
で
す。

北
の
大
地
に
広

N
E
W
 
M
E
M
B
E
R
 

優
し
い
家
族
が
育
ん
で
く
れ
た
山
登
り
へ
の
道

竹
渕

陸

が
る
各
地
の
山
々
を
登
り
ま
く
っ
て
い

る
よ
う
で
す。

2
人
は
私
の
山
岳
生
活

の
お
手
本
で
あ
っ
て、

良
き
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
で
す。

私
は
3
人
の
兄
と
姉
を
尊

敬
し
て
い
ま
す。

と
こ
ろ
で、

私
を
幼
い
こ
ろ
か
ら
山

登
り
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
の
は、

父
と
母
で
す。

小
さ
い
こ
ろ
体
が
弱
か

っ
た
私
に
無
理
の
な
い
コ
ー
ス
を
選
ん

で
く
れ
て、

よ
く
信
州
の
山
々
へ
行
き

ま
し
た。

初
め
て
本
格
的
な
登
山
を
し

た
の
は、

私
が
小
学
校
5
年
生
の
と
き

で、
家
族
で
信
州
の
蓼
科
山
(
2
5
3
1

m
)

に
登
り
ま
し
た。

写
真

は
そ
の
と
き、

山
頂
で
撮
影

し
た
も
の
で
す。

左
か
ら

父、

私、

姉、

母、

そ
し
て

す
ぐ
上
の
兄
で
す。

私
に
と
っ
て
山
登
り
は、

大
自
然
の
美
し
さ
を
満
喫

す
る
こ
と
が
大
き
な
目
的

で
す
が、

そ
れ
以
外
に
事
前

に
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
を
学
び、

自
然
を
前

に
し
て
謙
虚
に
な
る
こ
と

を
教
え
ら
れ、

そ
し
て、

何

よ
り
も
安
全
確
保
と
生
命

の
大
切
さ
を
考
え
る
重
要

な
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す。

父
は
こ
れ
ま
で
ア
フ
リ
カ

小学校5年生、初登山のおり、蓼科山山頂にて家族で記念撮影

の
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
や
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
ア
ン

ナ
プ
ル
ナ
・
サ
ウ
ス、

南
米
の
ア
コ
ン
カ

グ
ア
な
ど
を
登
山
し
て
き
ま
し
た。

今

度
は、

私
と
一

緒
に
北
米
の
デ
ナ
リ
（
マ

ッ
キ
ン
リ
ー）
に
登
り
た
い、

と
言
っ
て

い
ま
す。

と
て
も
楽
し
み
で
す。

こ
れ
ま
で
は
両
親
・

兄
姉
と
い
う
優

し
い
家
族
で
の
山
登
り
を
楽
し
ん
で
き

ま
し
た。

こ
れ
か
ら
は
尊
敬
で
き
る
山

岳
部
の
先
生
方
や、

自
慢
で
き
る、

す

ば
ら
し
い
仲
間
と
と
も
に
山
登
り
を
楽

し
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す。
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谷
行
雄
講
帥
を
招
い
た。

亀
谷
講
師
は

登
山
道
で
見
ら
れ
た
ッ
タ
ウ
ル
シ
や
ヤ

マ
ウ
ル
シ
な
ど、

激
し
い
か
ぶ
れ
を
起

こ
す
有
毒
植
物
の
識
別
法
を
示
し
た。

イ
ラ
ク
サ
の
有
毒
物
質
は、

ア
セ
チ
ル

コ
リ
ン
や
ヒ
ス
タ
ミ
ン
な
ど
と
の
説
明

も
あ
っ
た。

実
物
を
見
な
が
ら
な
の
で

記
憶
に
残
り、

今
後
の
山
行
時
に
役
立

つ
と
思
わ
れ
た。頂

上
(
7
2
7
m
)

で
は

「
か
げ
信
小
屋」
の
青
木
さ
ん

が
講
習
会
用
の
テ
ー
ブ
ル
席

を
用
意
し
て
く
れ
た。

こ
の

小
屋
に
は、

登
山
者
が
ハ
チ

や
マ
ム
シ
に
咬
ま
れ
「
薬
は

な
い
か
」

と
立
ち
寄
っ
た
こ

と
も
あ
る
と
い
う。

前
回
は

青
木
さ
ん
も
講
習
会
を
聞
く

こ
と
が
で
き
た
が、

今
回
は

接
客
に
忙
し
く、

間
け
な
か

っ
た
の
が
残
念
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た。

こ
こ
で
は
野
口
講
師
が、

切
り
傷
の
消
毒
法
や
足
首
の

捻
挫
と
骨
折
時
の
対
処
法、

さ
ら
に
膝
痛
や
腰
痛
の
テ
ー

講師のレクチャ ー に真剣に聞き人る参加者たち

第
2
皿
景
信
山
メ
デ
ィ
カ
ル
・
ハ
イ
キ
ン
グ
を
実
施

医
釈
委
員
会

秦

和
寿

若
葉
の
さ
わ
や
か
な
5
月
20
日
山、

医
療
委
員
会
で
は
奥
多
摩
・

景
信
山
で

第
2
回
の
メ
デ
ィ
カ
ル
・
ハ
イ
キ
ン
グ

を
行
な
っ
た。

遠
く
関
西
支
部
か
ら
の

参
加
者
も
含
め
24
名、

ス
タ
ッ
フ
5
名

の
29
名
で
実
施
し
た。

混
雑
す
る
高
屠

駅
前
の
バ
ス
に
乗
車
し、

小
仏
に
向
か

う。

今
回
は
植
物
の
形
態
や
分
類
を
専

門
と
す
る
元
東
京
都
林
業
試
験
場
の
亀

並
み
よ
ろ
ふ
山
に
雪
形
つ
ば
く
ら
め

滑
志
田
流
牧

石
楠
花
や
雲
ひ
っ
か
か
る
沖
の
耳

岡
田
B
郎

炎
天
を
い
た
だ
＜
嶺
の
と
ほ
き
数

飯
田
龍
太

駒
草
に
憩
ふ
岩
場
の
昼
深
し

小
林
碧
郎

穂
闘
岳
真
っ
向
ふ
に
し
て
岩
魚
釣

石
梢
辰
之
助

雲
の
峰
い
く
つ
崩
れ
て
月
の
山

松
尾
芭
蕉

苫
渓
を
悲
し
と
見
た
り
夜
も
光
り

水
原
秋
桜
子

髭
白
き
ま
で
山
を
攀
じ
何
を
得
し

福
田
蓼
汀

「
山」
の
秀
句
を
独
断
で
：・・・・
高
秋
•
選
／
版
画
・
鈴
木
正
俊

ピ
ン
グ
の
方
法
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て

話
し
た。

さ
ら
に
小
型
人
形
を
使
っ
て

の
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
全
員
が
体
験
し

た。

景
信
山
の
よ
う
な
ハ
イ
キ
ン
グ
で

も、

受
講
生
3
人
が
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ

し
た。

腹
痛
に
は
大
正
の
漢
方
胃
腸
薬‘

足
つ
り
に
は
芍
槃
甘
草
湯
と
ゴ
ム
ベ
ル

ト、

足
の
マ
メ
に
は
ク
ッ
シ
ョ
ン
パ
ッ

ド
を
用
い、

そ
れ
ぞ
れ
奏
功
し、

山
の

限
療
の
好
例
と
な
っ
た。

山
中
で
は
ブ
ユ
や
ハ
チ
な
ど
が
い
る

の
が
当
た
り
前
で、

虫
刺
さ
れ
も
多
い。

近
年
で
は
マ
ダ
ニ
の
深
刻
な
問
題
が
あ

り、

皮
膚
寄
生
し
た
場
合、

ど
う
除
去

す
る
か
が
課
題
で
あ
る。

秦
講
師
は
ワ

セ
リ
ン
や
ヨ
ー
ド
軟
骨
を
用
い
て
マ
ダ

二
の
呼
吸
を
制
限
し、

皮
膚
か
ら
除
去

す
る
方
法
を
見
せ
た。

今
回
の
講
習
内
容
の
よ
う
に
山
中
の

有
害
生
物
（
有
毒
植
物、

衛
生
害
虫）
や

応
急
処
置
法
な
ど
を
実
地
に
学
び、

念

頭
に
人
れ
て
お
く
と、

い
ざ
と
い
う
と

き
に
冷
静
に
判
断
で
き、

被
害
を
最
小

阪
に
す
る
こ
と
が
で
き
る。

講
習
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
9
割
以

上
が
「
大
変
良
か
っ
た」
「
良
か
っ
た」

で、
具
体
的
に
は
「
か
ぶ
れ
を
起
こ
す
植

物
の
話、

医
療
キ
ッ
ト
や
具
体
的
な
テ

ー
ピ
ン
グ
法、

マ
ダ
ニ
処
置
法
な
ど
が

役
立
ち
そ
う」
と
の
こ
と
だ
っ
た。

下
山
後
に
懇
親
会
を
行
な
い、

17
名

が
参
加
し
た。

個
々
の
事
例
な
ど
を
話

し
合
い、

有
意
義
な
情
報
交
換
の
場
と

な
っ
た。

....--, .... 
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3つのテ ー マでシンポンウムも開かれた

R
m
 P
O
R
T
 

第
37
M
H
本
登
山
灰
学
会
学
術
集
会
報
告

区
租
委
員
会
担
当
理
事

斎
藤

繁

信
州
大
学
医
学
部
内
科
学
第一
教
室

主
催
の
第
37
回
日
本
登
山
医
学
会
（
花

岡
正
幸
会
長）
学
術
艇
会
が 、
日
本
山
岳

会
の
後
援
を
受
け
て 、
2
0
1
7
年
6

月
2
日
⑧
か
ら
4
日
⑪
ま
で
の
3
日
間 、

松
本
市
キ
ッ

セ
イ
文
化
ホ
ー

ル
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た 。
こ
の
学
術
梨
会
は
第

4
回
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
登
山
医
学
会
学

術
集
会
と
の
合
同
開
催
で 、

国
内
か
ら

2
4
4
名 、

国
外
か
ら
56
名
の
参
加
者

が
あ
っ
た 。

日
本
登
山
医
学
会
は
医
帥
な
ど
の
医

療
関
係
者 、

連
動
生
理
学
な
ど
の
研
究

者 、
救
助
関
係
者 、
山
小
屋
関
係
者 、
山

岳
ガ
イ
ド 、

旅
行
業
者
な
ど
登
山
や
高

所
で
の
安
全
や
健
康
に
関
わ
る
多
く
の

業
種
の
会
員
が
い
る 。
学
術
飢
会
の
発

表 、

討
議
内
容
も 、

基
礎
研
究
か
ら
実

地
臨
床
ま
で
バ
ラ
エ
テ
ィ

に
富
ん
で
お

り 、

様
々
な
研
究
活
動
が
実
践
さ
れ
て

い
る 。ア

ジ
ア
・

太
平
洋
登
山
医
学
会
は
中

国
青
海
大
学
の
格
B
力
教
授
が
中
心
と

な
り
設
立
し
た
学
術
団
体
で 、
登
山
医

学
と
と
も
に
ア
ジ
ア
周
辺
地
域
に
お
け

る
高
地
住
民
の
健
康
問
題
も
主
眼
に
据

え
た
幅
広
い
活
動
を
し
て
い
る 。
本
会

で
も
格
日
力
教
授
ご
自
身
が
発
表
さ
れ 、

会
を
盛
り
上
げ
た 。

学
術
柏
会
の
テ
ー

マ
は
「
登
山
医
学

と
高
所
生
理
学
の
新
た
な
幕
開
け」
で

あ
り 、
登
山
医
学 、

高
所
ト
レ
ー

ニ
ン

グ
学 、

高
所
環
境
医
学
の
3
点
に
つ
い

て
特
に
主
眼
を
置
い
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ

れ
て
い
た 。
日
本
と
周
辺
地
域
に
お
け

る 、
登
山
医
学
に
つ
い
て
の
研
究
の
進

歩•
普
及 、
登
山
活
動
の
安
全
へ
の
貢

献
な
ど
も
発
表
さ
れ
た 。
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
「
高
所
順
応
の
分
子
的
遺
伝
的
側

［優待サ ー ビス ＿覧〈第2期〉の追加＆訂正］

会報6月号に同封いたしました「H本山
岳会会員に対する優待サ ー ビス一覧〈第2
期〉について、追加と訂正がありますのでお
知らせいたします。 〈会員サ ー ビスWG〉
〈追加〉
＊【北海道】十勝岳温泉凌雲閣／宿泊料金

の 10% 引き／①0167-39-4111 /②左
記に同じ

＊ 【東北北部】蒸ノ湯温泉（ふけの湯）／宿
泊料金の 10% 引き／①0186-31-2131 

／②左記に日じ

＊【那須•鬼怒・尾瀬】日光澤温泉／平日の
み 1 名様缶ビール 1 本 (350叫）サ ー ビス
／① 0288-96-0316 ②左記に同じ

＊［中央アルプス】ぬくもりの宿• 駒の湯
／宿泊料金の5%引き、 人浴料100円引
き／①0264-23-2288 /左記に詞じ

＊【四国】剣山頂上ヒュッテ／宿泊料金の
500円引き／①0883-56-0966 /② 088 
-622-0633

〈aJ正〉
＊【東北南部】の「月山佛性池小屋」は「月山

佛生池小屋」に訂正してください。

＊【南アルプス】 の「広河原山荘」 は先方様
のご都合により、提携先から除外されま
す。

面」
「
山
岳
救
急
医
学
と
山
岳
救
助」

「
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
支
え
る

医
科
学」
の
3
つ
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て

行
な
わ
れ
た 。

多
様
な
ト
ピ
ッ
ク
に
関
心
を
持
つ
参

加
者
の 、

多
く
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
ら
れ

る
輻
の
広
い
内
容
に
な
っ
て
い
た 。
山

岳
医
療・
救
助
学
に
も
力
点
が
買
か
れ

て
お
り 、

山
岳
救
助
関
係
者
の
関
心
に

も
応
え
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る 。
な
か
で

も 、
2
0
2
0
年
の
東
東
五
輪
を
見
据

え
た
高
地
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
学
や 、

火
山

噴
火
な
ど
山
岳
災
書
に
対
す
る
山
岳
医

療・
救
助
学
は 、
一
般
国
民
の
関
心
も

高
い
テ
ー

マ
で
あ
り 、
タ
イ
ム
リ
ー

な

テ
ー

マ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る 。

学
術
集
会
終
了
後
の
6
月
4
日
の
H

曜
日
午
後
2
時
か
ら 、

市
民
公
開
講
座

「
女
性
と
登
山

私
に
と
っ
て
の
山」
が

開
催
さ
れ 、

写
真
家・
小
松
由
佳
さ
ん 、

白
馬
村
山
岳
ガ
イ
ド
・

高
木
律
子
さ
ん 、

南
信
州
山
岳
ガ
イ
ド
・

小
川
さ
ゆ
り
さ

ん 、

内
科
医•
高
濱
充
貰
さ
ん
が
講
演

し 、

多
く
の
聴
衆
が
参
加
し
た 。

ま
た 、
開
催
に
併
せ
て『
高
山
病
診
療

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン』
が
発
刊
さ
れ
た 。
書
店

や
大
手
通
信
販
売
で
購
入
可
能
で
あ
る 。

開
催
期
日
は
好
天
に
恵
ま
れ 、

参
加

者
の
な
か
に
は 、

北
ア
ル
プ
ス
や
八
ヶ

岳
登
山 、
あ
る
い
は
国
宝
松
本
城
な
ど

の
観
光
へ
と
足
を
延
ば
し
た
方
も
少
な

く
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る 。
梅
雨
入
り

前
の
6
月
は
新
緑
が
ま
ば
ゆ
い
絶
好
の

観
光
シ
ー

ズ
ン
で
あ
り 、

周
辺
行
事
と

併
せ
て
盛
会
裏
に
会
は
終
了
し
た 。
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•
小
断
の
努
力
を
怠
る
こ
と
な
く
切
磋

琢
磨
し、

山
と
向
き
合
っ
て
い
た
の
は

40
年
も
50
年
も
昔
の
こ
と
だ
が、

思
え

ば
早
い
も
の
だ。

山
岳
部
現
役
時
代
の

合
宿
山
行、

個
人
山
行、

そ
し
て
O
B

に
な
っ
て
か
ら
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山、

そ

こ
で
培
わ
れ
た
仲
間
意
識
は、

古
希
を

迎
え
て
足
腰
が
衰
え
た
今
だ
か
ら
こ
そ

懐
か
し
く、

掛
け
替
え
の
な
い
財
産
と

し
て
心
に
宿
る。

わ
け
て
も
1
9
7
7
年
の
ヒ
マ
ル
チ

根
深

誠

心
優
し
き
先
輩
を
偲
ぶ

ュ
リ
が
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は、

不
慮
の

事
故
で
仲
間
を
失
い、

若
き
命
の
尊
厳

を、

不
幸
な
形
で
学
ば
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
と
い
う
不
条
理
を
思
い
知
ら
さ
れ

た
か
ら
だ。

私
た
ち
に
と
っ
て
は
痛
恨

の
極
み
だ
っ
た。

当
時、

私
た
ち
明
治
大
学
山
岳
部
並

ろ

ば
た

び
に
炉
辺
会
で
は、

未
踏
の
エ
ベ
レ
ス
ト

南
西
墜
を
目
標
に、

そ
の
前
哨
戦
と
し

て、

30

歳
前
後
の
若
手
メ
ン
バ
ー
か
ら

な
る
登
山
隊
を
組
織
し、

長
大
な
東
尾

根
か
ら
の
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
登
頂
を
目
指

し
た。

前
々
年
の
チ
ュ
ー
レ
ン
・
ヒ
マ
ー

ル
西
稜
か
ら
の
初
登
頂、

前
年
の
ナ
ン

ン
})
隊
植
胤
山

廿
ラ
り

）

れ
―

ィ
西

ま
マ

ヴ
．

参
山
た
参
登

ん只

t
ヒ

テ
束

迂
も
登
し
に
マ

。
チ
こ
稜
難
隊
ン

ン

ダ
IJ

根
て
酌
頃
遭
索
ラ

ょ

区
．

．
 n
 

足
レ

ン
参
2

尾
し
本

り

立

的

棉
―

ナ
に
功
束
糾
同
以
で
暉
3

せ

京
ュ

会
隊
成
リ
会
革
ベ
リ
2
チ

は

東
チ
攀
岳
山
に
和
岳
翌
戸
ナ
第
学

典
99
年
年
舒
釧
闘
□
ル
山
底
大
臼
5
翫
へ。

良
66
邸
即
初

初
マ
本
偵
治
冬
さ
明
壁

己

東

日
合

ヒ
日
を
明

川
翻
闘
庫
暉
年
仰
鰤
年
年
“
年
年
直
年
で

経
悶
向
贔
H
両
叩
四
国
叫
冒

ダ・
デ
ヴ
ィ
初
縦
走
と、

す
で
に
ヒ
マ
ラ

ヤ
で
実
力
を
発
揮
し
て
い
た
長
谷
川
さ

ん
が
主
力
を
担
っ
て
い
た。

私
は
長
谷

川
さ
ん
の
1
級
F
で、

前
年、

偵
察
に

出
か
け、

万
全
を
期
し
て
い
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
本
番
で
は
体
調
を
崩
し、

充

分
な
働
き
が
で
き
な
か
っ
た。

登
山
は
降
雪
が
続
き、
連
日、

ラ
ッ
セ

ル
に
苦
戦
し、
壮
絶
な
内
容
だ
っ
た。
2

ヶ
月
余
り
に
及
ぶ
登
山
活
動。

害
崩
に

よ
る
C
5
の
埋
没、
再
建、
続
<
c
6
建

設。
そ
し
て
未
踏
の
東
壁
を
突
破
し、
頂

上
間
近
で
引
き
返
す。

そ
の
途
中
の
東

壁
を
下
降
中、

雪
庇
崩
壊
に
よ
る
ブ
ロ

ッ
ク
の
直
撃
を
受
け
て
仲
間
が
即
死。

遺
体
を
搬
送
し、

荼
毘
に
付
す。

搬
難
辛
苦
に
打
ち
ひ
し
が
れ
る
こ
と

な
く
黙
々
と
行
動
し
て
い
た
の
が
長
谷

川
さ
ん
だ
っ
た。

搬
送
し
た
遺
体
を
C

4
に
安
置
し、
雪
の
祭
壇
を
設
け、
仮
葬

儀
を
執
り
行
な
っ
た。

長
谷
川
さ
ん
が

手
に
印
を
結
び、
真
言
を
唱
え、
祈
祷
し

た。

そ
の
あ
と
全
員
で
部
歌、

校
歌
を

斉
唱
し
た。

遺
体
を
荼
毘
に
付
し
た
場

所
で
は、

亡
く
な
っ
た
近
藤
芳
春
さ
ん

の
名
前
に
因
ん
で
「
近
藤
岩」
と
名
付
け

た
岩
の
L
に
大
き
な
ケ
ル
ン
を
積
ん
だ。

B
C
を
撤
収
し、

帰
路
の
キ
ャ
ラ
バ

ン
は
雨
季
が
始
ま
っ
て
い
た。

上
流
の

村
々
で
水
葬
に
付
さ
れ
た
遺
体
が
増
水

し
た
川
を
次
々
と
何
体
も
流
れ
て
い
く。

川
岸
に
埋
葬
さ
れ
た
遺
体
が、

増
水
で

自
然
に
掘
り
起
こ
さ
れ
て
流
れ
出
す
の

だ。

そ
の
流
れ
を、

ポ
ー
タ
ー
の
女
性

ゃ
f
ど
も
た
ち
の
安
全
を
図
り、

隊
員

が
背
負
っ
て
徒
渉
し
た。

途
中
で
村
へ
帰
る
ポ
ー
タ
ー
が
別
れ

を
惜
し
み、
卵
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
私
た
ち

に
分
け
与
え
て
く
れ
た。

今
で
は
見
ら

れ
な
く
な
っ
た、

人
情
溢
れ
る
登
山
隊

と
の
交
流
の
ひ
と
コ
マ
で
あ
る。

涙
を

流
す
ポ
ー
タ
ー
を
労
わ
り、

長
谷
川
さ

ん
が
自
分
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
脱
い
で
ポ

ー
タ
ー
に
着
せ
た
の
が
印
象
に
残
っ
て

い
る。

そ
の
心
優
し
い
人
柄
に、

長
谷

川
さ
ん
が
僧
侶
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て

私
は
実
惑
し
た。

過
日、

長
谷
川
さ
ん
の
実
家、

観
音

寺
で
本
葬
儀
が
執
り
行
な
わ
れ
た。

席

上、

古
い
仲
間
と
久
し
ぶ
り
で
会
っ
た。

現
役
時
代、

冬
山
合
宿
の
準
備
期
間
に

人
る
と、

観
音
寺
の
境
内
で
雑
煮
の
餅

を
つ
い
た
も
の
だ
っ
た。

雑
煮
は
冬
山

合
宿
な
ら
で
は
の
献
立
で
あ
り、

狭
苦

し
い
テ
ン
ト
で
肩
を
寄
せ
合
い
食
べ
た、

若
き
日
の、

山
に
焦
が
れ
て
い
た
こ
ろ

を
思
い
出
す。

若
き
日
の
山
を
思
へ
ば
懐
か
し
く

眠
る
御
霊
の
安
ら
か
な
る
を
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「
山
へ
！
t
o
 t
h
e
 
m
o
u
ntai
n
s

�
J
皿
E
血
血
小
T

東
京
都
・

棋
田
谷
文
学
館

か
つ
て
作
家
の
深
田
久
弥
は、
「
山

の
よ
う
な
人
間
に
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ、

山
の
よ
う
な
文
章
が
書
け
る
よ
う
に
な

ら
ね
ば
な
ら
ぬ」
と
語
り
ま
し
た。
彼
の

独
創
的
な
自
然
観
察
眼
と、
信
念
に
よ

り
生
み
出
さ
れ
た
山
の
文
学
は、
今
な

お
人
々
を
魅
了
し
て
や
み
ま
せ
ん。

本
展
で
は、
深
田
を
は
じ
め
時
代
や

ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
て、
同
じ〈
山〉
と
い

う
フ
ィ
ー
ル
ド
で
繰
り
広
げ
ら
れ
て
き

た、
多
様
な〈
知〉
と〈
表
現〉
に
迫
り
ま

す。
【＿
合
目

山
x
漫
画「
そ
ご
か
ら
道
は

二
つ
に
分
か
れ
て
い
た」】

漫
画『
孤
高
の
人』
は、
新
田
次
郎
の

小
説
を
原
案
と
し
て、
坂
本
慎．
（
1
9

7
2
＼

漫
画
家）
が
現
代
的
な
視
点

で
描
き
直
し
た
作
品
で
す。
主
人
公・

加
藤
文
太
郎(
1
9
0
5
i
1
9
3
6)

は
実
在
し
た
登
山
家
で、
数
々
の
登
攀

記
録
を
遺
し
ま
し
た。
坂
本
漫
画
の
文

太
郎
は
ラ
ス
ト、
K
2
へ
の
単
独
行
を

決
行
し
ま
す。

【
二
合
目

山
x
先
駆
者「
ア
ル
ピ
ニ
ズ

ム
の
芽
吹
き」】

小
島
烏
水
(
1
8
7
3
1
1
9
4
8

随
筆
家）
は、
ウ
ォ
ル
タ
ー・
ウェ
ス
ト
ン

と
知
り
合
い、
志
賀
重
昂
の
勧
め
も
あ

っ
て
山
岳
会
創
立
に
尽
力
し
ま
し
た。

鳥
水
は
数
々
の
著
作
を
遺
し、
日
本
近

代
に
お
け
る
山
の
文
学
の
創
始
者
と
な

っ
た
の
で
す。
こ
こ
で
は、
烏
水
と
日

本
山
岳
会
の
歴
史
を
た
ど
り
ま
す。

【
三
合
目

山
X
文
学「
百
の
頂
に
百
の

喜
び
あ
り」】

深
田
久
弥
(
1
9
0
3
\
1
9
7
1

作
家）
は、
旧
制
第一
高
等
学
校
在
学
中

よ
り
文
学
作
品
を
発
表
し、
の
ち
に
鎌

倉
文
士
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た。
『
H

本
百
名
山』
で
は、
対
象
と
な
る
山
を
そ

の
歴
史
や
関
連
す
る
詩
歌
か
ら、
あ
る

い
は
著
者
自
身
の
登
山
記
か
ら
と、

様
々
な
観
点
で
紹
介
し
て
い
ま
す。

四•
五
合
目
で
は
そ
れ
ぞ
れ、
「
山
X

写
具」
「
山
x
地
質」
と
題
し、
山
岳
写

貞
と〈
百
名
山
の
岩
石〉

をご
紹
介
し
ま

す。
【
六
合
目

山
x
植
物「
山
と
お
花
畑」一

田
辺
和
雄
(
1
9
0
0
\
1
9
6
1

植
物
学
者）
は
旧
制一
高
時
代
に
旅
行

部
に
所
属
し、
後
輩
と
な
る
深
田
久
弥

と
交
友
を
深
め
ま
し
た
C

帝
大
植
物
学

科
進
学
後
は、
調
査
の
た
め
の
脊
山
に

没
頭
し
ま
し
た。
植
物
学
者
の
登
山
ス

タ
イ
ル
を
ご
覧
く
だ
さ
い。

＿
七
合
目

山
x
建
築「
私
は
こ
こ
に
立

つ

こ
こ
か
ら
建
築
が
始
ま
る」】

山
岳
地
帯
で
の
建
築
に
も
情
熱
を
注

い
だ
吉
阪
隆
正
(
1
9
1
7
\
1
9
8

〇

建
築
家）
は、

近
代
建
築
界
の
巨

匠、
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
の
弟
子
の一

人
で
す。
彼
は
ま
た
遠
征
隊
を
指
揮
し、

未
踏
の
登
山
ル
ー
ト
に
挑
む
ほ
ど
の
本

格
的
な
登
山
家
で
も
あ
り
ま
し
た。

【
八
合
目

山
X
H
常「
そ
れ
で
も
わ
た

し
は
山
に
登
る」】

田
部
井
淳
子
（
1
9
3
9
\
2
0
1

6

登
山
家）
は、
広
く
人
々
か
ら
愛
さ

れ
た
脊
山
家
の一
人
で
す。
「
筋
力、
ス

ピ
ー
ド
で
は
男
性
に
か
な
わ
な
い
C

だ

っ
た
ら
女
性
の
ペ
ー
ス
で」
と
い
う
強

い
信
念
の
下、
「
女
性
同
士
で
登
る」
こ

と
に
こ
だ
わ
り、
女
性
な
ら
で
は
の
白

覚
を
持
っ
て
山
に
臨
ん
だ
の
で
す。

九
合
目
で
は
「
LIJ
X
仲
間」
と
題
し、

深
田
久
弥
の
自
宅（
世
田
谷
区）
に
あ
っ

た「
九
山
山
房」
を
復
元
展
示
し
ま
す。

【
十
合
目

山
X
写
真「
今、
こ
の
瞬
間

に
人
々
は
あ
ら
ゆ
る
環
境
で
多
様
な
暮

ら
し
を
送
っ
て
い
る」】

石
川
直
樹(
1
9
7
7
＼

写
真
家）

の
登
山
原
風
景
は、
海
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
し
た。
海
や
川
を
上
流
へ
た
ど
っ

た
先
に
森
が
あ
り、
そ
の
延
長
に
初
め

て
登
っ
た
山
が
あ
る。
そ
の
と
き、
自

分
と
大
地
と
の
関
わ
り
が
立
休
的
に
立

ち
現
わ
れ
る
こ
と
を
惑
じ
た
そ
う
で
す。

■
会
期

平
成
29
年
7
月
15
H
山
＼
9

月
18
日（
月・
祝）
＊
毎
週
月
曜
日
は
休

館。
た
だ
し
7
月
17
日、
9
月
18
日
は

開
館・
翌
日
休
館。

●
開
館
時
間

午
前
10
時
S
午
後
6
時

（
入
場
は
午
後
5
時
30
分
ま
で）

●
観
覧
料
一
般
8
0
0(
6
4
0)
円

/
65
歳
以
上、
高
校・
大
学
生
6
0
0

(
4
8
0)
円
／
中
学
生
以
下
無
料
／
障

害
者
割
引
あ
り。
＊（
）
内
は
20
名
以

上
の
団
体
料
金
お
よ
び
日
本
山
岳
会
会

員
証
を
ご
提
示
い
た
だ
い
た
個
人J
*

7
月
21
日
②
は
65
歳
以
上
無
料、
8
月

11
B（
金

祝）
「
山
の
日」
は
無
料
観
覧

H■
ア
ク
セ
ス

京
王
線「
芦
花
公
園」
駅

南
口
よ
り
徒
歩
5
分
／
小
田
急
線
「
千

歳
船
橋」
駅
よ
り
京
王
バ
ス（
千
歳
烏
山

駅
行
き）
利
用
「
芦
花
恒
春
園」
下
車・

徒
歩
5
分

●
問
合
せ

〒
1
5
7
|
0
0
6
2

東
京
都
世
田
谷
区
南
烏
山
1
|
10
1
10

圃
0
3
|
5
3
7
4
ー

9
1
1
1

闘
0
3
—

5
3
7
4
ー

9
1
2
0

U
R
L
 :
 h
tt
p:
/
 /
w
w
w .
s
e
ta
b
u
n .
o
r .

j
p
/
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一

昨
年
9
月
に
亡
く
な
っ
た
岡
澤
祐

吉
さ
ん
に
つ
い
て
は
『
山
岳』
第
百
十
一

年(
2
0
1
6
年）
号
に
小
林
俊
樹
・

古

幡
開
太
郎
両
会
員
の
追
悼
が
あ
る
が、

先
ご
ろ
本
会
図
書
室
で
ス
イ
ス
の
A
A

C
B
(
Aka
de
misc
her
 Alpen
 clu
b
 

Be
rn
ベ
ル
ン
学
士
山
岳
会）

の
会
報
第

1
1
1
号
を
な
が
め
て
い
た
ら、

そ
こ

に
大
き
く
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
写
真
と
記
事

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
が
見
つ
か
っ
た。

全
文
ド
イ
ツ
語。

私
に
は
理
解
で
き
な

い
言
栗
だ
か
ら、

本
会
図
書
委
員
で
ド

イ
ツ
語
に
堪
能
な
平
井
吉
夫
会
員
に
翻

訳
し
て
も
ら
っ
た。

簡
単
に
内
容
を
ご

紹
介
す
る。

岡
澤
さ
ん
は
自
身
が
ド
イ
ツ
語
を
よ

く
理
解
し
て
い
て、

ス
イ
ス
の
山
関
係

の
訳
害
を
何
冊
か
持
っ
て
い
る
が、

ス

岡
澤
祐
吉
さ
ん
の
追
悼
記
事

大
森
久
雄

z

七才
東一

イ
ス
の、

特
に
ド
イ
ツ
語
樹
の
山
と
人

と
に
大
き
な
関
心
を
持
っ
て
い
た。

ス

イ
ス
に
親
し
い
友
人
が
何
人
も
い
て、

そ
の
な
か
に
ベ
ル
ナ
ル
ド
・
モ
ー
ザ
ー

と
い
う
人
が
い
た。

お
互
い
に
Su
ke

(
Su
keyos
hi)、

Be
rna
rdo
と
フ
ァ
ー

ス
ト
ネ
ー
ム
で
呼
び
合
う
仲
だ
っ
た
よ

う
で、
「
日
本
・
ス
イ
ス
の
山
の
友
情」

と
題
す
る
こ
の
出
事
で
も、

そ
の
睦
ま

じ
さ
が
紹
介
さ
れ
て
い
る。

岡
澤
さ
ん
の
訳
業
で
大
き
い
の
は、

グ
リ
ン
デ
ル
ヴ
ァ
ル
ト
在
住
の
登
山
ガ

イ
ド
と
日
本
人
登
山
者
と
の
交
流
を
ガ

イ
ド
手
帳
か
ら
ま
と
め
た

h^

イ
ス
山

案
内
人
の
手
帳
よ
り
1-

（
ベ
ー
ス
ボ
ー

ル
・
マ
ガ
ジ
ン
社、

1
9
8
7
年）
で、

当
然
そ
の
本
の
こ
と
も
紹
介
さ
れ
て
い

る。

そ
の
ほ
か
H
本
山
岳
会
の
月
報
編

集
者
だ
っ
た
こ
と
や
日
本
の
山
で
の
活

動
に
も
ふ
れ
て
あ
る。

執
筆
は
A
A
C
B
会
員
の
Man
fre
d

Heini
氏
で、
岡
澤
さ
ん
は
同
会
の
会
員

s
-------

会員の皆様のご意見、エッセイ、

俳句、 短歌、 詩などを掲載する

ペ ー ジです。 どしどしご投稿＜

たさい。 （紙面に阪りがありま

すので、 1点につき1000字程

度でお願いします）

去
る
6
月
3
日
由、

大
分
県
植
物
研

究
会
と
の
共
同
作
業
で
行
な
う、

9
回

目
の
ス
ズ
タ
ケ
枯
死
と
シ
カ
の
食
害
調

脊
が
本
谷
山
の
西
の
稜
線
で
行
な
わ
れ

た。

こ
の
調
査
は
5
年
前
の
本
会
の
公

益
社
団
法
人
移
行
が
起
点
と
な
る。

当

支
部
に
お
い
て
い
か
な
る
公
益
的
事
業

に
取
り
組
む
か
と
い
う
検
討
の
な
か
で、

近
年、

九
州
の
ほ
と
ん
ど
の
山
域
で
著

し
く
進
行
し
て
い
る
ス
ズ
タ
ケ
枯
死
が、

山
の
仲
間
で
も
話
題
と
な
っ
て
い
た
こ

ー
ス
ス
タ
ケ
枯
死
と
シ
カ
の
食

害
調
査

と
を
受
け
て、

そ
の
実
態
調
査
を
手
掛

け
て
み
よ
う
と
い
う
ご
と
に
な
っ
た。

ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ、

県
の
委
託
を
受

け
て
シ
カ
の
食
害
調
在
を
開
始
し
て
い

た
大
分
県
植
物
研
究
会
か
ら、

当
支
部

の
企
画
を
知
っ
て
共
同
作
業
の
持
ち
か

け
が
あ
り、

意
気
投
合
し
て
開
始
し
た

の
が
始
ま
り
で
あ
る。

本
谷
山
の
西
の
稜
線
に
県
が
設
置
し

た
定
点
観
測
地
点
の
観
測
と、
尾
平
越

か
ら
山
頂
に
至
る
稜
線
の、

樹
木
の
シ

カ
の
食
害
状
況
や
植
生
状
況
の
調
在
を

行
な
う
の
が
こ
の
作
業
で
あ
る。

専
門

的
な
こ
と
は
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
に
委

ね
る
こ
と
に
し
て‘

我
が
会
員
は
も
っ

全国各地の支部から、
それぞれの活動状況を、
北から南へとリポ ー ト

します。

で
は
な
か
っ
た
そ
う
だ
が、

深
い
付
き

合
い
が
あ
っ
た
よ
う
だ。

平
井
氏
の
解

説
に
よ
る
と、
A
A
C
B
は
S
A
C
（
ス

イ
ス
山
岳
会、

会
員
数
は
10
万
を
超
え

る）
と
は
別
の
組
織
で、
本
来
は
ア
カ
デ

ミ
ガ
ー
（
大
学
卒
業
者、
大
学
生）
な
ど

を
主
体
と
す
る
集
団。

1
9
0
5
年
創

立。
『
日
本
百
名
山』
英
訳
者
の
Ma
rtin

Hoo
d
氏
は
A
A
c
z
（
チ
ュ
ー
リ
ヒ
学

士
山
岳
会）
の
会
員。

諸
外
国
の
山
と
人
と
を
日
本
に
紹
介

し
た
方
は
当
会
に
何
人
も
お
ら
れ
る
が、

岡
澤
さ
ん
も
そ
の
ひ
と
り。

そ
れ
が
本

国
の
ス
イ
ス
で
も
評
価
さ
れ
て
の
追
悼

に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う。

稀
有
な
例
と

思
わ
れ
た
の
で、

ご
報
告
す
る。
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ば
ら
そ
の
作
業
の
手
伝
い
を
す
る
と
い

う
形
で
進
め
て
き
た
の
で
あ
る。

昨
年

10

月
に
8
回
目
の
作
業
を
実
施
し、

県

の
委
託
に
よ
る
品
脊
作
業
は
平
成
28
年

度
で
終
了。

そ
の
後、

調
行
報
告
書
の

作
成
が
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た。

そ
こ
で
今
後
の
こ
と
を
協
議
す
る
た

め、

本
年
2

月、

大
分
市
の
居
酒
屋
に

メ
ン
バ
ー
が
集
合、

酒
を
酌
み
交
わ
し

な
が
ら
の
相
談
で
あ
る。
そ
の
結
果、
今

後
も
我
々
独
自
に
調
査
を
継
続
す
る
こ

と
に
よ
り、

長
期
的
に
シ
カ
の
食
害
状

況
や
ス
ズ
タ
ケ
の
枯
死
と
復
元
の
状
況、

森
林
や
樹
木
の
変
化
な
ど
を
記
録
に
残

し、

検
証
し
て
い
く
こ
と
は
意
義
が
大

き
い
と
い
う
こ
と
で
一

致
し、

県
が
設

懺
し
た
定
点
観
測
の
施
設
は
存
続
さ
せ

て
も
ら
い、

両
者
で
引
き
続
き
共
同
作

業
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る。

そ
の
最
初
の
作
業
が
こ
の
日
で
あ
っ
た。

快
晴
の
天
気
に
恵
ま
れ
た
午
前
7

時、

い
つ
も
の
と
お
り
緒
方
町
「
道
の
駅
原

尻
の
滝]
に
船
合
し
た
の
は、
我
が
支
部

の
メ
ン
バ
ー
8

名、

研
究
会
メ
ン
バ
ー

も
8
名
で、

ま
ず
は
今
日
の
作
業
の
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
を
し
て、

車
に
分
乗
し
て
尾

平
ト
ン
ネ
ル
の
登
山
口
に
移
動。

8

時

30
分
に
登
山
開
始
で、

約
30
分
で
尾
平

越
の
稜
線
に
行
く。

今
回
か
ら
定
点
観

測
と
稜
線
移
動
観
測
を
6

月
と
10

月
に

交
杜
に
実
施
す
る
こ
と
に
な
り、

今
回

は
稜
線
移
動
観
測
と
な
っ
た。

我
々
に

任
さ
れ
た
の
は
前
回
ま
で
に
見
付
け
て

目
印
を
付
け
た
シ
カ
の
食
害
樹
木
以
外

の、

新
し
い
食
害
樹
木
を
見
付
け
て
目

印
を
付
け、

そ
の
樹
種
や
木
の
大
き
さ、

食
害
の
樹
皮
の
広
さ
な
ど
の
記
録
で
あ

る。

今
回
の
調
脊
で
は、

新
し
い
食
害

は
思
い
の
ほ
か
少
な
か
っ
た
こ
と
が
分

か
っ
た。

し
か
し、

森
林
管
理
署
が
設

置
し
た
金
属
ネ
ッ
ト
で
囲
ま
れ
た
中
の

林
床
と、

そ
の
外
の
林
床
と
で
は
ド
草

の
成
育
が
格
段
に
違
う
こ
と
が
分
か
っ

た。
か
つ
て
は
猛
烈
な
ブ
ッ
シ
ュ
状
態
で

あ
っ
た
稜
線
の
ス
ズ
タ
ケ
は、

今
は
も

う
ほ
と
ん
ど
枯
死
し
て
し
ま
い、

そ
の

後
に
生
え
る
下
草
も
食
べ
尽
く
さ
れ
た

跡
が、

広
い
範
囲
で
裸
池
に
な
っ
て
い

る
所
が
見
ら
れ、

こ
れ
が
大
雨
な
ど
で

洗
い
流
さ
れ
れ
ば、

稜
線
の
崩
壊
に
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
る

所
も
あ
っ
た。

今
後
の
調
査
見
守
り
が

必
要
だ
ろ
う。

調
査
団
一

行
は
3

時
間
か
け
て
本
谷

山
山
頂
ま
で
調
査
記
録
し
な
が
ら
登
り、

山
頂
で
弁
当
を
開
い
て
休
憩
の
後
下
山。

午
後
3

時
30
分、

尾
平
ト
ン
ネ
ル
登
山

口
で
次
回
の
打
ち
合
わ
せ
な
ど
を
し
て

現
地
解
散
と
な
っ
た。

（
飯
田
勝
之）

1111113 
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な
ん
と
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
生
き
方

で
あ
ろ
う。

半
世
紀
を
超
え
る
山
人
生

を
こ
れ
ほ
ど
に
謳
歌
し、

日
ま
ぐ
る
し

＜
駆
け
回
る
そ
の
行
動
力
に
と
て
も
つ

い
て
い
け
な
い。

恐
ら
く
国
内
の
登
山

家
た
ち
の
な
か
で
も、

テ
レ
ビ
出
演
は

ダ
ン
ト
ツ
1
位
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か。
「
世
界
初
エ
ベ
レ
ス
ト
女

性
登
項
者
は
誰
で
し
ょ
う
l

と
問
え
ば、

正
解
率
1
0
0
％
の
答
え
が
返
っ
て
く

る。

登
山
家
・

田
部
井
淳
子
は、

そ
れ

ほ
ど
に
有
名
人
で
あ
る。

残
念
な
が
ら
昨
年、

風
の
ご
と
く
こ

の
世
を
去
っ
て
し
ま
っ
た
が、

妻
・

淳

2017年6月
宝島社
四六判 230う

―

1200円＋税

田
部
井
政
伸
著

て
っ
ぺ
ん

我
が
妻
•

田
部

井
淳
子
の
生
き
方

‘

図

書

紹
介

子
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
き
た
夫
・

政

伸
氏
は
ど
う
い
う
人
物
で
あ
り、

ど
う

い
う
夫
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か。

ち
ょ

っ
ぴ
り
気
に
な
っ
て
い
た
が、

多
忙
を

極
め
る
妻
・

惇
子
さ
ん
の
大
い
な
る
活

動
の
裏
で、

政
伸
氏
の
自
由
で
柔
軟
な

生
き
方
が
印
象
に
残
っ
た。

政
伸
氏
は、

マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン、

グ

ラ
ン
ド
・

ジ
ョ
ラ
ス
な
ど
2
大
北
壁
の

輝
か
し
い
登
攀
歴
の
持
ち
主
で
あ
る。

政
伸
氏
を、

凍
傷
で
足
の
指
4
本
を
失

う
と
い
う
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
襲
い、

新

婚
間
も
な
い
夫
の
身
を
案
じ
た
淳
子
さ

ん
は、

同
じ
ク
ラ
イ
マ
ー
と
し
て
の
限

り
な
い
尊
敬
と
信
頼
の
溢
れ
た
手
紙
を

送
っ
て
い
る。

実
に
初
々
し
く、

夫
を

想
う
新
妻
の
熱
い
ラ
ブ
レ
タ
ー
で
は
あ

る
が、

ま
だ
若
い
20
代
の
淳
子
さ
ん
の

冷
静
さ
と
対
応
の
ど
こ
か
に、

す
で
に

登
山
家
・

田
部
井
淳
子
が
見
え
た
気
が

す
る。田

部
井
家
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は、

次
第

に
妻
の
山
の
予
定
が
多
く
埋
ま
っ
て
い

山
登
り
を
趣
味
と
す
る
人
な
ら
ば、

2017年3 月
山と浚谷社
四六判 208含

―

1200円＋税

っ
た
と
い
う。

女
性
だ
け
の
山
岳
会
発

足
6
年
後‘

つ
い
に
女
性
だ
け
の
海
外

遠
征
隊
が、

田
部
井
淳
子
を
世
界
の
て

っ
ぺ
ん
に
立
た
せ
た。

そ
こ
に
は、

基

本、

男
女
の
行
動
に
差
別
が
な
い
と
い

う
考
え
方
を
持
つ
政
伸
氏
と、

互
い
が

支
援
者
で
あ
り、

理
解
者
と
な
っ
た
夫

婦
の
絆
こ
そ
が
不
可
欠
で
あ
っ
た。

幼

い
娘
を
託
し
て
行
っ
た
エ
ベ
レ
ス
ト
遠

祉
の
半
年
間
の
2
人
の
手
紙
は、

何
よ

り
も
そ
れ
を
証
明
し
て
い
る。

好
き
な
こ
と
を
自
由
に
楽
し
も
う
と

い
う
田
部
井
家
の
家
風
を
と
こ
と
ん
実

行
し
て
き
た
夫
姉
で
あ
る。

や
り
残
す

こ
と
な
く
歩
き
続
け
た
妻
と
の
二
人――ー

脚
が‘

ひ
と
ま
ず
こ
こ
に
終
わ
っ
た。

が、

広
が
っ
た
淳
子
さ
ん
の
ワ
ー
ル
ド

が
あ
る
限
り、

著
者
・

政
伸
氏
は、

止

ま
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
に
違
い
な
い。

（
萱
間
弘
子）

能
勢
博
著

も
う
山
で
バ
テ
な
い
！
「
イ

ン
タ
ー
バ
ル
速
歩」
の
威
力

圃14
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だ
れ
で
も
高
い
山
や
ち
ょ
っ
と
ハ
ー
ド

な
ル
ー
ト
な
ど
に
憧
れ
る
も
の
だ 。
だ

が 、
悲
し
い
か
な
体
力
は
下
降
線
を
た

ど
る一
方
で 、
そ
れ
に
気
づ
か
な
い
た

め 、
登
り
た
い
山
と
登
れ
る
山
の
ミ
ス

マ
ッ

チ
が
生
じ 、
中
高
年
の
遭
難
は
増

加
す
る
ば
か
り
で
あ
る 。

さ
て 、
そ
こ
で
こ
の
「
イ
ン
タ
ー

バ

ル
速
歩」
と
い
う
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
方
法

で
あ
る 。
登
山
を
運
動
生
理
学
の
見
地

か
ら
解
説
し 、
体
力（
持
久
力）
と
筋
力

を
同
時
に
付
け
る
方
法
と
し
て
紹
介
さ

れ
て
い
る 。

ど
ん
な
方
法
か
と
い
う
と 、
少
し
乳

酸
が
出
る
よ
う
な（
と
は
い
え 、
自
分
で

出
て
い
る
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
の

で 、
ち
ょ
っ
と
き
つ
い
と
感
じ
る
く
ら

い
の）
「
速
歩」
を
3
分
間 。
そ
れ
に
続

け
て「
ゆ
っ
く
り
歩
き」
を
3
分
間 。
こ

の
6
分
間
を
1
セ
ッ
ト
と
し
て
1
日
に

5
セ
ッ
ト

行
な
い 、
週
に
4
日
以
上
行

な
う
と
い
う
も
の
だ 。
毎
日
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
の
が
あ
り
が
た
い 。
そ
れ

に
1
日
の
中
で
1

度
に
5
セ
ッ
ト

続
け

て
行
な
う
必
要
も
な
く 、
通
勤
時
2
セ

ッ
ト 、

夕
方
に
2
セ
ッ
ト
と
分
け
て
行

な
っ
て
も
よ
い
と
い
う
か
ら 、
ト
レ
ー

ニ

ン
グ
嫌
い
で
三
日
坊
主
の
筆
者
に
も
で

き
そ
う
で
は
な
い
か
！

と
に
か
く
週

に
60
分
の
速
歩
を
行
な
う
こ
と
で
あ
る 。

背
筋
を
伸
ば
し
て
手
を
前
後
に
大
き
く

振
っ
て
大
股
で
歩
く 。
さ
っ
そ
う
と
歩

く
こ
と
2
ヶ
月
目
で
効
果
が
表
わ
れ 、

5
ヶ
月
目
で
体
力
は
10
％
ア
ッ

プ 、
つ

ま
り
10
年
前
の
体
力
に
戻
る 。
言
第
を

換
え
れ
ば
「
若
返
っ
た
体
力
が
手
に
入

る」 。
な
ん
と
魅
力
的
な
言
い
回
し
だ
ろ

{
つ

こ
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
方
法
の
伝
授
が

本
書
の
コ
ア
で
あ
る
が 、
「
は
じ
め
に」

で
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
五
E

い
こ
ろ

に
登
山
を
経
験
し
て
い
て
再
び
始
め
よ

う
と
考
え
て
い
る
方 、
最
近
健
康
の
た

め
に
里
山
歩
き
を
始
め
た
が 、
い
ず
れ

本
格
的
登
山
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と

考
え
て
い
る
方」
に
向
け
て 、
長
年
登
山

を
実
践
さ
れ
て
き
た
著
者
が 、
体
験
談・

失
敗
談
を
紹
介
し
て 、
登
山
の
甚
本
や

注
意
点
も
解
説
す
る 森
登
山
読
本ェ
と
も

な
っ
て
い
る 。
こ
こ
に
は
体
力
を
付
け

て 、
安
全
に
有
意
義
な
登
山
を
楽
し
ん

で
も
ら
い
た
い
と
い
う
著
者
の
強
い
願

い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う 。
さ
ら

に
コ
ラ
ム
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
内
容

も
併
せ
て
読
め
ば 、
著
者
の
山
を
軸
と

し
た
自
分
史
と
も
言
え
よ
う 。
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
実
践
し
て 、
タ
イ
ト

ル
ど
お

り「
も
う
山
で
バ
テ
な
い」
体
で
豊
か
な

登
山
を
楽
し
ん
で
み
た
い 。（

荒
井
正
人）

図書受入報告(2017年5月-6月）
著 者 書 名 頁／サイズ発 行者 発行年寄贈／購入別
濁Iii 孝志 星野道夫の神話：未来を照らすそのスピリチュアリティ 148p/20cm コスモス・ライフラリー 2017 著者寄贈
安間繁樹 西表島探検：亜熱帯の森をゆく 342p/2lcm あっぷる出版社 2017 著者寄贈

＾ --- - 、し

北村昌之 メコンを下る：東京農業大学探検部学生 ·OB 676p/19cm めこん 2017 著者寄贈
の11年に亙る記録

越生町教育委員会（編）

越

生の自然 2008 : 

越

生町史自然史編
E. サトウ（著） アーネスト・サトウの明治H本山岳記
庄田元男（訳） （

講

談社学術文庫 No.238�)__

菊地俊朗 釜トンネル：上高地の昭利•平成史 270p/19cm 信濃毎H新聞社 2017 著者寄贈
罪OB会編集委員会（編）南極観測60 年南極大陸大紀行 232p/2lcm 成山堂書店 2017 編者寄贈
羽根田治 生死を分ける、山の遭難回避術 159p/2lcm 誠文堂新光社 2017 出版社寄贈

-- - - - 、ヤ ク ー バ ... . .  . --- . 

大津雅光 野鳥と共に四季の山旅 368p/22cm 白山書閉 2017 出版社寄贈
-- - . 

高澤光雄 北海道の山を登る 279
p
/19cm 白山書房 2017 著者寄贈

ll I部井政伸 てっぺん：我が妻•田部井淳子の牛き方 230
p
/l9cm 宝島社 2017 著者寄贈

. .. .... . -- . -

芳賀孝郎 私のシュプールII : 山とスキー、人との出会い 228p/19cm 北海道新聞社 2017 著者寄贈
事業局出版センター

川島敏郎 大山詣り（有隣新書 No.79) 213p/18cm 有隣堂 2017 出版社寄贈
大野崇 モンブラン山群：Massif du Mont-Blanc 88p/29cm 山と漢谷社 2008 著者寄贈

大野崇写真集.. .. . . ···-·· ·· -〇 ... . . ..... . . . .. . .  -· . ..... .. 

能勢博 もう山でバテない！：「インターバル速歩J の威力 208
p
/l9cm 山と浚谷社 2017 出版社寄贈�� 

東秀磯（著） 完全図解スポーツクライミング教本 159p/2lcm 山と淫谷社 2017 出版社寄贈
江崎善晴（絵）
北島英明 山岳遭難は自分ごと（ヤマケイ新書 l',o.YS036) 206p/l7cm 

中西俊明 作例でわかる！山岳写真上達法 183p/26cm 

贈
贈

寄
寄

者
社

行
版

発
出
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-

7
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-
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町一
社
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越

講

m
m

 

-
c
c
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15
 

／
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p

p
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86
 

5

2
 

山と漢谷社
山と深谷社

2017 

2017 

出版社寄贈
出版社寄贈
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寄付金及び助成金などの受入報告（平成29年6月16日まで）

! 
寄付者など

受人金頷なと
寄付の日的、 その他

（単位千Pl)
（公）安藤スポーツ ・

100 子供サマーキャンプ
食文化財団 （自然見学校）補助金
林雅弘会員 50 永年会員からのご寄付
広島支部 200 広島支部連営、
八幡浩会員 学生・ユースクラプヘの補助

伊藤ハム（株） 50 高尾の森づくりの会
I 活動への支援

エリオニクス（株） 100 
晶厖の森づくりの会
活動への支援

三井ft友倍託銀行 200 高尼の森づくりの会
活動への支援

電源開発（株） 100 
閥尾の森づくりの会
活動への支援

富士電機（株） 50 
閻尾の森づくりの会
活動への支援

（株）アーバン 100 高尾の森づくりの会
活動への支援

メタウォーター（株） 50 高尾の森づくりの会
低仙沼大島森林復I廿支援事業

アサヒビール（株） 100 閥尾の森づくりの会
活動への支援 i 

コニカミノルタ（株） 200 高尾の森づくりの会
活動への支援

広島支部会員等 1,125 富士山遭難の末本けに
111名 対する見舞金として I 
永年会員137名

2,493 
有志からのご寄付のお願いに対

別紙 氏名 する永年会員からのご寄付

平
成
29
年
度
第
3
回
(
6

月
度）
理
事
会

議
事
録

B
時

平
成
29
年
6
月
14
H
⑱
19
時
00

分
i
20
時
45
分

場
所

集
会
室

【
出
席
者】
小
林
会
長、
吉
川・
大
久
保・

山
田
各
副
会
長、
神
長•
佐
藤

各
常
務
理
事、
勝
山・
中
山・

野
ロ
・
大
槻•
落
合・
山
賀・

直
江•
星•
谷
内
各
理
事、
平

【
審
議
事
項】

1
•
新
支
部
長
の
就
任
承
認
に
つ
い
て

群
馬
支
部
よ
り
申
請
の
あ
っ
た
支
部

長
交
代
に
つ
い
て
審
議
し
た。
群
馬
支

部

新
支
部
長

北
原
秀
介
(
8
2
6

7)
（
賛
成
15
名、
反
対
な
し
で
承
認）

2
•
同
好
会
規
程
の
改
正
に
つ
い
て

井•
重
廣
各
監
事

【
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー】
節
田
会
報
編
集
人

報

同
好
会
規
程
(
C
1
21)
の
設
立
手
続

き
お

よひ
活
動
状
況
の
把
担
に
関
連
す

る
条
文
の
改
正
に
つ
い
て
審
議
し
た。

（
賛
成
15
名、
反
対
な
し
で
承
認）

改

正
日
を
平
成
29
年
6
月
14
H
と
す
る。

3
.
2
0
1
7
年
度
学
t
部
ザ
ン
ス
カ

ー
ル
辿
征
隊
の
派
遣
と
援
助
金
の
依
頓‘

葬
金
に
つ
い
て

2
0
1
7
年
度
学
生
部
ザ
ン
ス
カ
ー

ル
遠
征
隊
の
派
遣
と
援
助
金
の
依
頼、

募
金
に
つ
い
て
審
議
し
た。
（
賛
成
15

名、
反
対
な
し
で
承
品）

4
・
経
金
開
始
に
つ
い
て

広
島
支
部
よ
り
申
請
の
あ
っ
た
平
成

28
年
11
月
富
士
山
遭
難
者
へ
の
見
舞
金

お
よ
び
Y
O
U
T
H
C
L
U
B
よ
り

申
請
の
あ
っ
た
学
生
部
ザ
ン
ス
カ
ー
ル

登
山
隊
の
募
金
開
始
に
つ
い
て
審
議
し

た。
（
賛
成
15
名、
反
対
な
し
で
承
認）

【
協
議
事
項】

l
•
三
国
学
生
交
流
登
山
の
今
後
に
つ

い
て（
中
山）

三
国
学
生
交
流
登
山
の
今
後
の
継
続

に
つ
い
て
協
議
し、
そ
の
意
義
と
実
施

内
容
等
を
踏
ま
え、
今
後
の
継
続
協
議

と
す
る
こ
と
と
し
た。

2
•
本
部
会
議
室
の
同
好
会
等
の
利
用

に
つ
い
て（
吉
川）

本
部
会
議
室
の
同
好
会
等
の
利
用
に

つ
い
て
協
議
し、
現
在
の
利
用
状
況
の

分
析
を
踏
ま
え、
今
後
の
継
続
協
議
と

す
る
こ
と
と
し
た。

【
報
告
事
項】

l
.
5
月
受
付
分
の
人
会
希
望
者
15
名

お
よ
び
準
会
員
人
会
希
望
者
10
名
に
つ

い
て
入
会
承
認
を
行
な
っ
た
と
の
報
告

が
あ
っ
た。
（
小
林）

2
•
広
島
支
部
に
お
け
る
富
±
111
滑
落

事
故
報
告
書
取
り
ま
と
め
状
況
に
つ
い

て
報
告
が
あ
っ
た。
（
佐
藤）

3
•
寄
付
金
お
よ
び
助
成
金
の
受
け
入

れ
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た。
（
吉
川）

4
・
医
療
委
員
会
よ
り
「
第
2
厠
景
信

● 16 



山 866-2017·7·20 (第二種郵便物認可）

山
メ
デ
ィ
カ
ル・
ハ
イ
キ
ン
グ」
お
よ
び

「
第
37
回
H
本
登
山
医
学
会
学
術
躾
会」

に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た。
（
野
口）

5
•
安
曇
野
山
岳
美
術
館
か
ら
申
請
の

あ
っ
た「
大
谷一
良
版
画
展」
の
名
義
後

援
に
つ
い
て、
こ
れ
を
承
認
し
た
と
の

報
告
が
あ
っ
た。
（
谷
内）

6
•
日
本
山
岳・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
協
会
役
員
の
就
任
に
つ
い
て
報
告

が
あ
っ
た。
（
谷
内）

．

7
•
日
本
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
協
会
よ
り

申
請
の
あ
っ
た
「
山」
5
月
号
巻
頭
記
事

の
H
P
へ
の
掲
載
に
つ
い
て、
こ
れ
を
許

可
し
た
と
の
報
告
が
あ
っ
た。（
神
長）

8
.
『
山
岳』
2
0
1
7
年
の
内
容
に
つ

い
て
報
告
が
あ
っ
た。
（
神
長）

9
．
会
報「
山」
6
月
号
の
発
行
に
つ
い

て
報
告
が
あ
っ
た。
（
節
田）

10
•
平
成
29
年
度
通
常
総
会
に
お
け
る

葉
書
の
集
計
状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ

っ
た。
（
佐
藤）

11
•
H
本
山
岳
会
再
生
委
員
会
で
検
討

さ
れ
た
J
A
C
マ
ー
ク
入
り
グ
ッ
ズ
の

試
験
販
売
開
始
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ

た。
（
佐
藤）

【
連
絡
事
項】

l
.
2
0
1
7
年
「
登
山
医
学
セ
ミ
ナ

ー（
東
京・
大
阪）」

7
月
8
日
由
10

時
20
分
＼
16
時

東
医
健
保
会
館

2

8
日
7
日

6
日
5
日
1
日

Y
O
U
T
H
 

総
務
委
員
会

「
山
の
日」
事
業
委
員
会

ッ
チ
ク
ラ
ブ

常
務
理
事
会

新
旧
役
員
会

ブ

九
五
会

山
行
委
員
会

山岳
地
理
ク
ラ

ス
ケ

30
日

28
日

29
日

27
日

C
L
U
B
 

23
日

26
日

【
今
後
の
予
定】

l
•
平
成
29
年
度
通
常
総
会

6
月
24

日
由
14
時
＼
主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ

2
・
臨
時
理
事
会

6
月
24
日
由
総
会

終
［
後

主
婦
会
館
。フ
ラ
ザ
エ
フ

3
•
同
好
会
連
絡
会

7
月
3
日
⑪
19

時
＼

1
0
4
会
議
室

4
.
7
月
度
常
務
理
事
会

7
月
4
日

肉
18
時
30
分
＼

躾
会
室

5
•
自
然
保
護
全
国
集
会

7
月
9
日

⑭
\
lO
B
⑰

岐
阜
市

6
.
7
月
度
理
事
会

7
月
12
日
木
19

時
00
分
＼

集
会
室

7
•
山
岳
4
団
体
役
員
懇
親
会

7
月

20
日
木
18
時
30
分
＼

南
国
酒
家
（
渋

谷
区）

22
日

21
日

20
日

16
日

17
日

19
日

15
B
 

13
日

14
日

階
大
ホ
ー
ル

7
月
9
H
⑭
10
時
30
分

ー

16
時
10
分

大
阪
医
科
大
学

臨
床

第一
講
堂

12
H
 

9
日

学
生
部

フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ

麗
山
会

家
族
登
山

青
年
部 01

会

二
火
会

0
じ
T
H

C
L
U
B

図
書
委
員
会

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

山
岳
研
究
所
運
営
委
員
会

理
事
会

山
遊
会

休
山
会

山
想
倶
楽
部

科
学
委
員
会

公
益
法
人
運
営

委
員
会

み
ち
の
り
山
の
会

フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ

山
の
自
然
学
研
究
会

総
務
委
員
会

資
料
映
像
委
員

会会
報
編
艇
委
員
会

山
の
自
然

学
研
究
会

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

マ
ウ
ン
テ
ン
カ
ル
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ

フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ

三
水
会

Y

C
L
U
B

つ
く

O
U
T
H
 

も
会

総
務
委
員
会

山
遊
会

総
務
委
員
会

資
料
映
像
委
員
会

緑
爽
会

総
務
委
員
会

遭
難
対
策
委
員

会

平
日
ク
ラ
ブ

自
然
保
設
委
員
会

資
料
映
像
委
員
会

普
及
委
員
会

支
部
事
業
委
員
会

y
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◆
錦
秋
の
尾
瀬
山
行
ご
案
内山

行
委
員
会

秋
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
シ
ー
ズ
ン
に
錦

秋
の
尾
瀬
と
帝
釈
山
を
訪
れ
ま
す。

宿

泊
は
秘
湯「
湯
の
花
温
泉」
で
す。

健
脚

向
き
コ
ー
ス
と
の
ん
び
り
コ
ー
ス
を
ご

用
意
し
ま
し
た。

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い。

日
程

10
月
7

日
由
i
9
H
廿

集
合

東
武
日
光
駅
7
日
10
時
45
分‘

行
程

7

日
東
武
日
光
駅
ー
御
池
ー
沼

山
峠
ー
尾
瀬
沼
（
長
蔵
小
屋
泊）

8
H
（
健
脚
班
・
隧
ヶ
岳
登
山）、

（
の
ん
び
り
班・
尾
瀬
沼
周
遊）

ー

湯
の
花
温
泉

9
H
馬
坂
峠
ー

帝
釈
山
ー
田
代
山
ー
猿
倉
ー
東

武
日
光
駅
に
て
解
散

参
加
費

3
万
7

0
0
 0
円

申
込
み

山
行
委
員
・
上
村
紀
子

圃
0
9
0
|
7

7

6
0
ー

3
1
2
1

四san
ko
@jac.
or.j
p

＊
傷
害
保
険
加
入
の
た
め、

性
別
•
生

年
月
日
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い。

参
加

者
に
は
詳
細
を
ご
案
内
し
ま
す。

◆
山
研
運
営
委
員
会
主
催
の
企
画

「
秋
の
徳
本
峠
越
ス」

山
研
運
営
委
員
会

ウ
ォ
ル
タ
ー・
ウ
ェ
ス
ト
ン
の
足
跡
を

た
ど
り、
島
々
谷
か
ら
秋
の
徳
本
峠
を

越
え
て
上
高
地
入
り
し
ま
す
（
雨
天
決

行）。
実
施
日

9
月
30
日
由
i
10
月
1
日
⑪

費
用

8
0
0
 0
円
（
傷
害
保
険
料
含

む）

定
員

20
名（
先
着
顛）

申
込
み

8
月
31
H
困
ま
で
に
安
井
康

夫
ま
で。

連
絡
先

圃
0
9
0
ー

7

2
7

0
—

7

7

5
3

図jac-
san
ken
@jac.
or.j
p

＊
申
込
者
に
詳
細
案
内
を
送
り
ま
す。

◆
撮
影
会
の
案
内

ア
ル
パ
イ
ン
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ

当
会
で
は
今
秋、

山
研
を
利
用
し
て

撮
影
会
を
行
な
い
ま
す。

同
時
に
初
心

者
を
対
象
に
し
た
会
員
·
準
会
員
参
加

の
写
真
教
室
を
企
画
し
ま
し
た。

日
程

10
月
22
日
⑭
＼
23
H
⑪

集
合

22
H
午
後
3
時

上
高
地
・
山

研

費
用

8
0
0
 0
円

定
員

先
着
10
名

参
加
希
望
者
は
住
所、

氏
名、

生
年

月
日、

会
員
番
号、

電
話、

携
帯
電
話

を
明
記
し
て
9
月
20
日
ま
で
に
お
申
込

み
く
だ
さ
い。

山
本
武
志

図tea
m
@
mva.
bi
globe.
 

ne.jp

閻
0
2
5
8
|
8
3
|
1
7

5
6

（
電
話
不
可）

玄su
giya
ma
®osa
mu
han
ga.
co
m

◆
第
5
回
中
村
好
至
恵
山
の
絵
展

日
野
春
ア
ル
プ
美
術
館

現
場
で
描
い
た
山
の
水
彩
画
を
中
心

に
展
示
し
ま
す。
八
ヶ
岳
方
面
の
山
行
に

併
せ
て、

ど
う
ぞ
ご
来
館
く
だ
さ
い。

会
期

9
月
9
B
由
＼
10
月
9
B
⑪

10
ニ

00
\
16
ぶ
叩

火•
水
は
原

則
休
館
で
す
が、

お
問
合
わ
せ
く

だ
さ
い。

会
場

日
野
春
ア
ル
プ
美
術
館

圃
0
5
5
1
ー

3
2
ー

6
3
2
5

山
梨
県
北
杜
市
長
坂
町
長
坂
下

条
1
3
4
2
—

2

問
合
せ
11
中
村
好
至
恵

四
ya
man
oe.
yokoha
ma
®iclou
d.
co
m

◆
杉
山
修

山
の
版
画
展

会
場

モ
ン
ベ
ル
東
京
京
橋
店
2
F
サ

ロ
ン

日
時

7

月
22
H
山
＼
8
月
6
日
⑪

lo
�
00
\
20
�
00
 

問
合
せ

杉
山
修

〒
1
1
0
|
0
0
 

1
1
東
京
都
台
東
区
三
ノ
輪
1
|

28
|
16

圃•

Ill
o
3
—

3
8
7

3
|
2
2
9
0
/
0
9
0
|
5
4
 

4
0
|
4
5
5
2
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●
6
月
は
福
島
と
長
野
の
山
に
行
っ
て

き
ま
し
た。

福
島
は
猪
苗
代
湖
東
岸
の

額
取
山
と
吾
妻
連
峰
の
一

切
経
山
で
す。

一

切
経
山
は、

文
字
ど
お
り
山
頂
に
い

っ
さ
い
の
樹
木
が
な
い
た
め、

遠
く
月

山
や
蔵
王
連
峰
ま
で、

す
ば
ら
し
い
展

望
が
待
っ
て
い
ま
し
た。

と
り
わ
け
眼

ト
の
五
色
沼
は、

梅
雨
の
晴
れ
間
の
紺

青
の
空
を
映
し
て
見
事
で
し
た。

●
長
野
の
山
は
車
坂
峠
か
ら
篭
ノ
登
山

を
歩
き
ま
し
た。

山
項
で
の
ん
び
り
お

昼
を
楽
し
ん
で
い
る
と、

西
峰
の
方
か

ら
聞
き
慣
れ
た
声
が
…
…。

な
ん
と、

森
武
昭
•
前
会
長
ご
夫
妻
の
一

行
で
し

た。

今
話
題
の
藤
井
聡
太
四
段
の
コ
メ

ン
ト
で
は
な
い
で
す
が、

思
わ
ぬ
「
撓

倖」

に
び
っ
く
り。

四
季
折
々
の
自
然

と
の
出
会
い
が
あ
り、

こ
ん
な
山
上
で

の
避
造
が
あ
る
か
ら、
「
山」
が
や
め
ら

れ
な
い
ん
で
す
ね。

（
節
田
重
節）

璽79




